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戦
後
日
本
の
『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』

杉　

田　

英　

明

出
身
、
一
九
二
九
年
旧
制
新
潟
縣
立
村
上
中
學
校
（
現
在
の
村
上
高
等
学
校
）

卒
業
後
、
同
年
三
月
に
ハ
ル
ビ
ン
の
日
露
協
會
學
校（
の
ち
の
哈
爾
濱
學
院
）

に
入
学
し
て
ロ
シ
ア
語
を
習
得）

3
（

、
三
二
年
に
外
務
省
の
留
学
生
試
験
に
合

格
し
、
三
五
年
ま
で
三
年
間
イ
ラ
ン
の
首
都
テ
ヘ
ラ
ン
に
留
学
、
こ
の
あ

い
だ
に
ペ
ル
シ
ア
語
を
学
習
し
、
ペ
ル
シ
ア
文
学
に
興
味
を
抱
い
た
ら
し

い
。
三
六
年
外
務
省
電
信
課
書
記
生）

4
（

、
三
七
年
か
ら
四
一
年
ま
で
在
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
國
公
使
館
書
記
生
、
帰
国
後
は
歐
亞
局
第
三
課
（
四
二
年
に
歐

亞
局
が
亞
米
利
加
局
と
統
合
後
は
政
務
局
第
五
課
）
の
所
属
と
な
り
、
四
九
年

に
退
任）

5
（

、
そ
の
年
に
は
東
京
大
学
で
ペ
ル
シ
ア
語
の
講
師
も
務
め
て
い
る）

6
（

が
、
研
究
生
活
に
入
ろ
う
と
す
る
矢
先
に
急
逝
し
た
。
他
の
主
要
な
著
作

と
し
て
、
以
下
が
挙
げ
ら
れ
る
。

・ 『
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
槪
觀
』
外
務
省
歐
亞
局
第
三
課
、
一
九
四
一
年

十
二
月）

7
（

。

・ 『
支
那
、
南
洋
及
印
度
の
囘
敎
徒
』
外
務
省
歐
亞
局
第
三
課
、
一
九
四

﹇
目
次
﹈

一　

小
川
亮
作
譯
『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』

　
（
1
）　

音
数
上
の
工
夫

　
（
2
）　

原
詩
と
の
距
離

　
（
3
）　

評
価
と
影
響

二　

沢
英
三
訳
「
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
」

一　
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亮
作
譯
『
ル
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イ
ヤ
ー
ト
』

戦
後
間
も
な
く
の
一
九
四
八
年
十
二
月
、
岩
波
文
庫
の
一
冊
と
し
て
刊

行
さ
れ
た
小
川
亮
作
譯
『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト）

1
（

』
は
、
一
九
二
○
年
十
月
の
荒

木
茂
「
オ
ム
マ
、
ハ
ヤ
ム
と
「
四ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト

行
詩
」
全
譯）

2
（

」
に
次
ぐ
、
日
本
で
二
番
目

の
ペ
ル
シ
ア
語
原
典
か
ら
の
全
訳
で
あ
る
。
小
川
亮
作
（
一
九
一
○
―
五
一

年
）
は
新
潟
縣
岩
船
郡
海
老
江
村
（
の
ち
金
屋
村
、
荒
川
町
。
現
在
の
村
上
市
）
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二
年
七
月）

8
（

。

・ 『
印
度
の
囘
敎
徒
』
地
人
書
館
、
一
九
四
三
年
四
月）

9
（

。

・ 『
金
の
燭
台

―
イ
ラ
ン
の
昔
話
』
小
川
亮
作
・
川
崎
珪
一
編
、
白
木

博
也
揷
畫
、
柳
田
國
男
・
川
端
康
成
監
修
、
世
界
昔
ば
な
し
文
庫
、
彰

考
書
院
、
一
九
四
八
年
十
一
月）

10
（

。

・ 

グ
リ
ボ
イ
ェ
ド
フ
『
智
慧
の
悲
し
み
』
世
界
古
典
文
庫
91
、
日
本
評

論
社
、
一
九
四
九
年
四
月
。
の
ち
、
岩
波
文
庫
、
一
九
五
四
年
八
月）

11
（

。

い
ず
れ
も
著
者
の
現
地
体
験
や
、
ロ
シ
ア
語
・
ペ
ル
シ
ア
語
の
知
識
を
生

か
し
た
作
品
で
あ
る
。

岩
波
文
庫
版
『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』
は
、
イ
ラ
ン
の
文
学
者
サ
ー
デ
ク
・

ヘ
ダ
ー
ヤ
トṢādeq H

edāyat

（
一
九
○
三
―
五
一
年
）
の
校
訂
版）

12
（

に
基
づ
く

全
訳
で
あ
る
。
ヘ
ダ
ー
ヤ
ト
は
、
歴
史
的
に
ハ
イ
ヤ
ー
ム
の
真
作
と
目
さ

れ
る
十
四
首
を
試
金
石
に
、
独
自
の
鑑
識
眼
に
よ
っ
て
全
百
四
十
三
首
を

選
ん
だ
た
め
、
ボ
ド
レ
ー
写
本
や
ニ
コ
ラ
版
・
ホ
ワ
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
版

に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
作
品
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
﹇
附
表
1
﹈。
従
っ
て

小
川
訳
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
語
訳
さ
れ
た
こ
と
の
な
い）

13
（

新
た
な
四
行
詩
を

多
く
紹
介
す
る
重
要
な
契
機
と
も
な
っ
た
。

（
1
）　

音
数
上
の
工
夫

岩
波
文
庫
版
『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』
の
前
史
と
し
て
は
、
大
久
保
幸
次（
一

八
八
七 

―
一
九
五
○
年
）
率
い
る
回
敎
圈
硏
究
所
の
機
関
誌
『
回
敎
圈
』
に

掲
載
さ
れ
た
一
連
の
論
考
と
訳
が
存
在
す
る
。
ま
ず
一
九
四
一
年
十
一
月

の
寄
稿
「
官
能
の
詩
人
オ
マ
ル
・
ハ
イ
ヤ
ム）

14
（

」
で
小
川
は
、
詩
人
と
そ
の

作
品
に
つ
い
て
概
説
し
た
の
ち
、「
私
も
い
つ
か
、
な
る
べ
く
原
詩
の
形
を

く
づ
さ
な
い
や
う
に
し
て
、
こ
れ
を
直
接
ぺ
ル
シ
ヤ
語
か
ら
、
譯
出
し
て

見
た
い
と
思
つ
て
ゐ
る
」
と
付
記
し
て
い
る
。
こ
の
希

は
三
年
後
、
岩

波
文
庫
版
と
同
じ
ヘ
ダ
ー
ヤ
ト
版
に
基
づ
き
、
一
九
四
四
年
五
月
か
ら
九

月
ま
で
四
回
に
亘
っ
て
訳
載
さ
れ
た
「
オ
マ
ル
・
ハ
イ
ヤ
ー
ム
詩
抄）

15
（

」
に

よ
っ
て
実
現
し
た
が
、
第
九
十
二
歌
ま
で
掲
載
し
た
と
こ
ろ
で
中
断
、
雑

誌
自
体
も
同
年
末
で
廃
刊
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
訳
が
岩
波
文
庫
版
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
五
・
七
音
を
基
調
と

し
た
文
語
体
を
用
い
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
岩
波
文
庫
版
の
「
解
說
」
で

小
川
が
自
ら
韻
律
の
説
明
に
使
用
し
て
い
る
第
二
十
二
歌
を
原
文
と
と
も

に
例
に
挙
げ
る
と
、

あ
は
れ
こ
の
長
き

路
に

到
着
と
或
（
あ
る
）は
い
こ
ひ
の
場
所
も
が
な

一
萬
年
を
經
り
に
し
時
に
土
の
中
よ
り

草
の
如
く
も
萠
え
出
づ
る

み
あ
ら
ば
や）

16
（

ey kāsh ke jāy-e āram
īdan bū

dī
yā īn rah-e dū

r-rā rasīdan bū
dī

kāsh-az pey-e ṣad hazār sāl-az del-e khāk
chon sabze om

īd-e bar-dam
īdan bū

d

）
17
（ī

（
あ
あ
、
休
み
場
所
が
あ
っ
た
ら
い
い
の
に
／
あ
る
い
は
こ
の
遠
い
道

の
果
て
に
辿
り
着
け
た
ら
い
い
の
に
／
十
万
年
後
に
土
の
な
か
か

ら
／
若
草
の
よ
う
に
芽
生
え
る
希

が
あ
れ
ば
い
い
の
に
）
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の
よ
う
に
、
音
数
は
「
五
七
／
五
七
五
／
七
七
七
／
七
五
七
」
と
完
全
に

五
と
七
か
ら
成
り
立
ち
、
原
文
の
「
十
万
」
を
「
一
萬
」
と
し
て
い
る
ほ

か
は
訳
も
正
確
で
あ
る
。
こ
れ
が
岩
波
文
庫
版
で
は
、

あ
ゝ
、
全
く
、
休
み
場
所
で
も
あ
っ
た
ら
い
ゝ
に
、

こ
の
長

に
終
點
が
あ
っ
た
ら
い
ゝ
に
。

千
萬
年
を
へ
た
と
き
に
土
の
中
か
ら

草
の
よ
う
に
芽
を
ふ
く
の
ぞ
み
が
あ
っ
た
ら
い
ゝ
に
！）

18
（

と
口
語
体
に
変
化
し
た
。
こ
れ
は
「
口
語
に
し
た
方
が
よ
い
と
の
佐
藤
春

夫
氏
の
す
す
め
」
が
あ
り
、「
ハ
イ
ヤ
ー
ム
自
身
の
文
體
が
、
今
日
ど
ん
な

敎
育
の
な
い
イ
ラ
ン
人
に
き
か
せ
て
も
容
易
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
な
、
現

代
口
語
と
殆
ん
ど
文
脈
の
異
ら
な
い
平
易
な
も
の）

19
（

」
で
あ
る
点
に
も
配
慮

し
た
結
果
で
あ
る
と
い
う
。
第
一
・
二
・
四
句
の
末
尾
が
「
あ
っ
た
ら
い
ゝ

に
」
と
同
一
の
言
葉
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
の
は
、
原
詩
の
第
一
・
二
・

四
句
末
に
共
通
な “-īdan bū

dī ” 

― “-īdan ” 

が
脚
韻
、“bū

dī ” 
は
「
ラ

デ
ィ
ー
フ
」 radīf

す
な
わ
ち
反
復
語
句
と
呼
ば
れ
る 

― 

に
合
わ
せ
た

工
夫
で
あ
る
。
相
変
わ
ら
ず
「
十
万
」
が
「
千
萬
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

訳
者
の
単
純
な
誤
解
で
あ
ろ
う
。

こ
の
訳
の
音
数
は
「
六
七
七
／
七
五
七
／
七
五
七
／
六
八
七
」
で
、
厳

密
な
七
と
五
で
は
な
い
が
、
あ
る
程
度
は
そ
れ
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が

窺
わ
れ
る
。
し
か
し
、
訳
者
自
身
は
こ
の
訳
が
次
の
よ
う
な
、
別
の
原
理
に

基
づ
い
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
と
説
明
す
る）

20
（

。

「
―
」
と
「
（
」
は
元
来
、
ペ
ル
シ
ア
詩
の
長
音
節
と
短
音
節
を
表
わ
す

記
号
で
あ
り
、「
｜
」
は
詩
脚
の
区
切
り
、「

〜
」
は
長
音
節
「
―
」
ま

た
は
長
音
節
＋
短
音
節
「
― 

（
」
を
示
す
た
め
に
小
川
が
独
自
に
用
い
た

記
号
で
あ
る）

21
（

。
末
尾
の
数
字
は
「
―
」 「
（
」 「

〜
」
の
合
計
数
、
丸
括
弧

内
は
「
日
本
式
音
數
」 （
と
く
に
定
義
さ
れ
て
い
な
い
が
、
平
仮
名
表
記
し
た
場

合
の
仮
名
文
字
の
数
を
指
す
ら
し
い）

22
（

）を
示
し
て
い
る
。
こ
の
数
字（
15
・
14
・

14
・
17
）
は
一
見
不
規
則
だ
が
、「
（
」
二
つ
を
「
―
」
一
つ
に
換
算
し
て

「

〜
」 

も 「
―
」
に
置
き
換
え
る
と
、
各
行
の
長
音
節
数
は
す
べ
て
十
で

統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
小
川
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
ル
バ
ー
イ
ー

の
音
節
数
に
合
わ
せ
た
措
置
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
記
号
を

原
詩
に
適
用
し
、
音
節
数
を
各
行
末
尾
の
丸
括
弧
内
に
示
す
と
、

あ
あ

 ま
つ

 た
 く

 ｜
や

 す
 み

 ば
 し
よ

 ｜
で

 も
 あ
つ

 た
 ら

 ｜
い
い
に

 
15（

21）
―

 ―
 ）

 ）
 　
）

 ）
 ―

 ）
 ）

 　
）

 ）
 ―

 ）
 ）

 　
 ～

こ
 の

 な
 が

 た
 び

 ｜
に

 し
ゆ
う

 て
ん

 ｜
が

 あ
つ

 た
 ら

 ｜
い
い
に

 
14（

20）

）
 ）

 ）
 ）

 ）
 ）

 　
―

 ―
 ―

 　
―

 ―
 ）

 ）
 　

 ～
せ
ん

 ま
ん

 ね
ん

 ｜
を

 へ
 た

 と
 き

 ｜
に

  つ
  ち

  の
  な

 ｜
か
か
ら

 
14（

19）
―

 ―
 ―

 　
―

 ）
 ）

 ）
 ）

 　
―

  ）
  ）

  ）
  ）

 　
 ～

く
 さ

 の
 よ
う

 に
 ｜
め

 を
 ふ

 く
 の

 ぞ
 ｜
み

 が
 あ
つ

 た
 ら

 ｜
い
い
に

 
17（

21）

）
 ）

 ）
 ―

 ）
 　
）

 ）
 ）

 ）
 ）

 ）
 　
）

 ）
 ―

 ）
 ）

 　
 ～

ey 
kā 

sh 
ke

jā
y

-e 
ā

 
ra

m
ī 

dan 
bū

dī
―

 ―
 ）

 ）
―

 ）
 ―

 ）
―

 
―

 
―
―

（
12）

yā 
īn 

rah-e
dū

 
r- 

rā 
ra

sī 
dan 

bū
dī

―
   ―

   ）
 ）

―
 ）

 ―
 ）

―
 
―

 
―
―

（
12）

kā sh-az pey-e
ṣ ad 

ha 
zā 

r
sāl-az del-e

khāk
―

 ―
 ）

 ）
―

 ）
 ―

 ）
―

 ―
 ）

 ）
～

（
13）
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の
よ
う
に
、
各
行
の
音
節
数
は
十
二
な
い
し
十
三
で
あ
る
が
、「
（
」
二
つ

を
「
―
」
に
換
算
し
「

〜
」 

も 「
―
」
に
置
き
換
え
る
と
、
や
は
り
各
行

の
長
音
節
数
は
す
べ
て
十
と
な
る
。
こ
れ
を
さ
ら
に
一
般
化
す
る
と
、

五
、
六
、
七
、
八
等
の
日
本
式
音
數
を
二
つ
乃
至
三
つ
ず
つ
組
み
合
わ
せ

（
七
七
、
五
七
五
、
五
六
七
、
六
六
七
等
）、
し
か
も
こ
れ
を
ア
ラ
ビ
ア
式

に
數
え
た
音
數
の
和
が
な
る
べ
く
十
三
に
近
く
な
る
よ
う
に
、
ま
た
そ

れ
を
長
音
步
單
位
に
直
し
て
十
單
位
乃
至
十
單
位
半
に
な
る
よ
う
に
し

て
各
行
を
作
り
、
更
に
こ
れ
に
ル
バ
ー
イ
イ
式
な
脚
韻
を
も
導
入
し
さ

え
す
れ
ば
、
ル
バ
ー
イ
イ
の
詩
形
を
そ
の
ま
ま

譯
中
に
實
現
す
る
こ

と
も
不
可
能
で
は
な
い）

23
（

と
い
う
表
現
に
な
る
。
こ
こ
で
「
ア
ラ
ビ
ア
式
」
と
あ
る
の
は
、「
ペ
ル
シ

ア
式
」
な
い
し
「
イ
ラ
ン
式
」
と
言
い
換
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う）

24
（

。
ま
た
「
十

三
に
近
く
な
る
よ
う
に
」
と
は
、
右
の
例
で
は
音
節
数
は
十
二
ま
た
は
十

三
で
あ
っ
た
が
、
ル
バ
ー
イ
ー
の
韻
律
は
詩
脚
の
組
み
合
わ
せ
で
二
十
四

種
類
（
第
四
詩
脚
の
ア
ン
ケ
プ
ス
を
一
通
り
と
見
做
せ
ば
半
分
の
十
二
種
類）

25
（

）
存

在
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
音
節
数
も
十
か
ら
十
三
ま
で
変
動
す
る
た
め
、
最

大
値
を
取
っ
て
「
十
三
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。「
長
音
步
」
と
は
本
稿
で

言
う
「
長
音
節
」、「
十
單
位
乃
至
十
單
位
半
」
と
し
た
の
は
、
第
四
詩
脚

が
長
音
節
「
―
」
で
あ
れ
ば
十
単
位
、
長
音
節
＋
短
音
節
「
― 

（
」
で
あ

chon sab ze o
m
ī d-e bar-da

m
ī 

dan 
bū

dī
―

 ―
 ）

 ）
―

 ）
 ―

 ）
―

 
―

 
―

 
―

（
12）

れ
ば
十
単
位
半
に
な
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
の
「
音
節
」

は
あ
く
ま
で
も
ペ
ル
シ
ア
詩
の
韻
律
で
言
う
「
長
音
節
」 「
短
音
節
」
で
あ

り
、
日
本
語
自
体
の
音
節
区
切
り
と
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
便

宜
上
こ
の
用
語
を
使
う
こ
と
に
し
た
い
。

こ
の
よ
う
に
、
原
詩
の
音
節
数
を
日
本
語
の
音
数
に
対
応
さ
せ
る
訳
詩

の
試
み
と
し
て
は
、
森
鷗
外
（
一
八
六
二 

―
一
九
二
二
年
）
主
宰
の
新
聲
社

同
人
に
よ
る
訳
詩
集
『
於
母
影）

26
（

』
に
お
け
る
「
句
譯
」
の
先
例
が
挙
げ
ら

れ
る）

27
（

。
た
だ
し
、
小
川
の
説
明
の
大
き
な
問
題
は
、
日
本
語
の
「
音
數
」
を

数
え
る
さ
い
の
長
短
の
指
定
が
き
わ
め
て
恣
意
的
な
点
で
あ
る
。
前
出
の

訳
詩
で
言
え
ば
、
長
音
（
ー
）
や
促
音
（
っ
）、
撥
音
（
ん
）
を
含
む
音
節

―

そ
れ
ぞ
れ
例
え
ば
「
あ
あ
」 「
よ
う
」、「
ま
つ
」 「
あ
つ
」、「
せ
ん
」 「
ま
ん
」

な
ど（
一
音
節
二
モ
ー
ラ
）―
を
長
音
「
―
」
で
示
す
の
は
よ
い
と
し
て
、

そ
れ
以
外
に
「
や
す
み0

ば
し
ょ
」 「
な
が
た
び
に0

」 「
せ
ん
ま
ん
ね
ん
を0

」 

「
へ
た
と
き
に0

」
の
傍
点
部
分
が
長
音
で
読
む
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
。
勿

論
、
指
定
さ
れ
れ
ば
そ
の
よ
う
に
読
む
こ
と
は
可
能
だ
が
、
指
定
が
な
け

れ
ば
普
通
は
短
音
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
第
二
十
二
歌
、
な
ら
び

に
同
じ
「
解
說
」
中
で
例
示
さ
れ
て
い
る
第
四
十
四
歌
を
除
く
と
、
残
り

の
百
四
十
歌
に
つ
い
て
は
こ
う
し
た
読
み
方
の
指
定
が
な
い
の
で
、
せ
っ

か
く
訳
者
が
「
音
數
」
を
考
慮
し
て
訳
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
苦
心
は
読

者
の
側
に
反
映
さ
れ
な
い
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
結
局
、
読
者
に
明
瞭
に

伝
わ
る
の
は
、「
あ
っ
た
ら
い
い
に
」
の
繰
り
返
し
の
よ
う
な
、
原
詩
の
ラ

デ
ィ
ー
フ
（
反
復
語
句
）
や
脚
韻
を
模
倣
し
た
部
分
だ
け
に
な
る）

28
（

。

以
下
、
い
く
つ
か
の
訳
詩
を
例
示
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
は
第
九
十
八
歌

で
あ
る
。
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一
壺
の
紅あ
け

の
酒
、
一
卷
の
歌
さ
え
あ
れ
ば
、

そ
れ
に
た
だ
命
を
つ
な
ぐ
糧
さ
え
あ
れ
ば
、

君
と
と
も
に
た
と
え
荒
（
あ
ば
ら
や
）
屋
に
住
ま
お
う
と
も
、

心
は
王ス
ル
タ
ン侯
の
榮
華
に
ま
さ
る
た
の
し
さ）

29
（

！

tong-ī m
ey-e la‘l khāham

-ō dīvān-ī

sadd-ē ram
aq-ī bāyad-o neṣf-ē nān-ī

v-āngah m
an-o tō neshaste dar vīrānī

khoshtar bovad-az m
am

lakat-ē sol ṭān-

）
30
（ī

（
ル
ビ
ー
の
色
し
た
一
壺
の
酒
と
一
巻
の
詩
集
が
私
は
欲
し
い
／
命

を
繫
ぐ
糧
と
半
切
れ
の
パ
ン
が
あ
れ
ば
よ
い
／
そ
れ
か
ら
私
と
あ
な

た
が
曠
野
に
座
せ
ば
／
そ
れ
は
王
者
の
王
国
よ
り
も
好
も
し
い
）

冒
頭
の
「
一
壺
」
は
「
ひ
と
つ
ぼ
」 「
い
っ
こ
」
の
二
通
り
の
訓
み
が
考
え

ら
れ
る
が
、
以
下
で
見
る
よ
う
に
、
各
行
の
長
音
節
数
が
十
に
な
る
よ
う

に
音
の
長
短
を
指
定
し
よ
う
と
す
る
と
、「
ひ
と
つ
ぼ
」
で
は
ど
う
し
て
も

十
一
以
下
に
収
ま
ら
な
い
の
で
、
必
然
的
に
「
い
っ
こ
」
と
訓
ま
ざ
る
を

え
な
く
な
る
。「
酒
」
も
「
さ
け
」
で
は
な
く
「
し
ゅ
」
と
訓
む
必
要
が
あ

る
。
そ
れ
に
伴
い
、「
一
卷
」
も
訓
読
み
の
「
ひ
と
ま
き
」
で
は
な
く
、
音

読
み
の
「
い
っ
か
ん
」
と
す
る
の
が
よ
い
の
だ
ろ
う
。
第
一
・
二
行
の
「
さ

え
あ
れ
ば
」
の
繰
り
返
し
が
、
原
詩
の
ラ
デ
ィ
ー
フ
（
反
復
語
句
）
を
模
し

た
部
分
で
あ
る
。

ご
く
普
通
に
読
ん
だ
場
合
の
各
行
の
音
（
拍
＝
モ
ー
ラ
）
数
は
「
四
四
五

七
／
五
七
七
／
六
八
六
／
四
五
七
四
」
で
、
口
調
が
よ
い
と
は
言
え
な
い

訳
し
ぶ
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
訳
者
の
言
う
よ
う
に
、
各
行
が
ペ
ル
シ
ア
詩

の
韻
律
で
言
う
長
音
節
（
日
本
語
の
長
音
）
換
算
で
十
ず
つ
に
な
る
よ
う
に

長
音
と
短
音
を
組
み
合
わ
せ
て
み
る
と
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
分
析
が
可

能
に
な
る
。

各
詩
脚
の
長
音
節
・
短
音
節
の
排
列
は
、
小
川
が
実
際
に
「
解
說
」
で
第

二
十
二
歌
と
第
四
十
四
歌
に
用
い
て
い
る
十
一
種
類）

31
（

の
な
か
か
ら
八
種
類

を
選
択
し
た
。
各
行
末
の
「

〜
」
も
「
―
」
に
置
き
換
え
れ
ば
、
長
音
節

を
一
単
位
と
し
た
各
行
の
音
節
数
は
十
に
統
一
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
第

一
行
の
「
い
っ
か
ん
の0

」、
第
二
行
の
「
そ
れ
に0

」 「
つ
な
ぐ0

」、
第
四
行
の

「
こ
こ
ろ
は0

」
の
傍
点
を
付
し
た
言
葉
が
、
通
常
と
は
異
な
る
長
音
で
読
む

必
要
が
あ
る
箇
所
と
な
る
。
実
際
に
こ
の
よ
う
に
音
読
な
い
し
朗
誦
す
る

の
は
や
や
不
自
然
で
あ
る
が
、
訳
者
が
確
か
に
各
行
長
音
節
十
単
位
と
い

う
原
則
を
守
っ
て
訳
語
を
作
成
し
て
い
る
こ
と
は
確
認
で
き
る
だ
ろ
う
。

次
に
、
原
詩
と
の
比
較
で
訳
詩
を
見
る
と
、「
半
切
れ
の
パ
ン
」 neṣf-ē 

nān-ī

に
対
応
す
る
訳
語
は
完
全
に
脱
落
し
、「
王
国
」
が
「
榮
華
」
と
意

い
っ

 こ
 の

 あ
 け

 ｜
 の

 し
ゅ

 い
っ

 か
ん

 ｜
 の

 う
 た

 さ
 え

 ｜
 あ
れ
ば

―
 ）

 ）
 ）

 ）
 　

 ）
 ）

 ―
 ―

 　
 ―

 ）
 ）

 ）
 ）

 　
 ～

そ
 れ

 に
 た

 だ
 ｜

 い
 の

 ち
 を

 つ
 な

 
｜

 ぐ
 か

 て
 さ

 え
 ｜
あ
れ
ば

）
 ）

 ―
 ）

 ）
 　

 ）
 ）

 ）
 ）

 ）
 ）

 
　

 ―
 ）

 ）
 ）

 ）
 　

 ～
き

 み
 と

 と
 も

 に
 ｜

 た
 と

 え
 あ

 ば
 ら

 
｜

 や
 に

 す
 ま

 お
う

 ｜
 と
も

）
 ）

 ）
 ）

 ）
 ）
 　

 ）
 ）

 ）
 ）

 ）
 ）

 
　

 ）
 ）

 ）
 ）

 ―
 　

 ～
こ

 こ
 ろ

 は
 ス

 ｜
 ル

  タ
ン

  の
  え
い

 ｜
 が

 に
 ま

 さ
 る

 た
 ｜

 の
し
さ

）
 ）

 ）
 ―

 ）
 　

 ）
  ―

  ）
  ―

 　
 ）

 ）
 ）

 ）
 ）

 ）
 　

 ～
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訳
さ
れ
る
な
ど
、
音
数
の
制
約
か
ら
来
る
乖
離
が
見
ら
れ
る
。
第
三
行
の

「
曠
野
に
座
せ
ば
」 neshaste dar vīrānī

を
「
荒
屋
に
住
ま
お
う
と
も
」
と

訳
し
た
結
果
、
本
来
は
恋
人
と
の
郊
外
へ
の
遠
足
と
い
っ
た
趣
き
が
、
貧

困
生
活
を
送
る
夫
婦
の
情
景
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

次
に
掲
げ
る
の
は
第
九
十
五
歌
で
あ
る
。

バ
グ
ダ
ー
ド
で
も
、
バ
ル
ク
で
も
、
命
は
つ
き
る
。

酒
が
甘
か
ろ
う
と
、
苦
か
ろ
う
と
、
盃
は
滿
ち
る
。

た
の
し
む
が
い
ゝ
、
お
れ
と
君
と
立
ち
去
っ
て
か
ら
も
、

月
は
無
限
に
朔

を
か
け
め
ぐ
る
！）

32
（

chon ‘om
r be-sar rasad che baghdād-o che balkh

peym
āne cho por shavad che shīrīn-o che talkh

khosh bāsh ke ba‘d-az m
an-o tō m

āh basī

az salkh be-ghorre āyad-az ghorre be salk

）
33
（h

（
命
が
尽
き
る
の
な
ら
、
バ
グ
ダ
ー
ド
で
も
バ
ル
フ
で
も
同
じ
こ
と
／

杯
が
満
た
さ
れ
る
な
ら
、
甘
く
て
も
苦
く
て
も
同
じ
こ
と
／
楽
し
む

が
い
い
、
私
と
お
前
の
亡
き
あ
と
も
、
月
は
い
つ
ま
で
も
／
晦
か
ら

朔
へ
、
朔
か
ら
晦
へ
と
巡
り
続
け
よ
う
）

第
一
・
二
・
四
行
目
の
末
尾
が
「
つ
き
る
」 「
滿
ち
る
」 「
め
ぐ
る
」
と
押

韻
す
る
。
こ
の
訳
詩
も
、
各
行
が
長
音
節
換
算
で
十
に
な
る
た
め
に
は
、
例

え
ば
次
の
よ
う
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

訳
詩
の
二
行
目
、「
盃
」
は
「
さ
か
ず
き
」
で
は
な
く
「
は
い
」
と
読
ま

な
い
と
、
長
音
節
換
算
で
一
行
が
十
に
収
ま
ら
な
い
。
こ
れ
に
呼
応
し
て

「
酒
」
を
「
し
ゅ
」
と
音
読
み
に
す
る
と
音
節
の
配
分
が
う
ま
く
ゆ
か
な

い
の
で
、
直
後
の
助
詞
「
が
」
を
長
音
で
読
む
か
、「
さ
け
」
と
訓
読
み
に

し
て
「
が
」
は
短
音
で
読
む
か
、
い
ず
れ
か
の
対
応
の
必
要
が
あ
り
そ
う

で
あ
る
。
一
行
目
「
バ
グ
ダ
ー
ド
で
も0

バ
ル
ク
で
も0

」、
三
行
目
「
た
の
し

む
が0

」、
四
行
目
「
月
は0

無
限
に0

朔

を0

」
の
三
つ
の
助
詞
と
「
つ
き0

」
の

「
き
」
が
、
通
常
と
は
異
な
り
長
音
で
（「
つ
き
ー
は
ー
無
限
に
ー
朔

を
ー
」

と
）
読
む
こ
と
を
要
請
さ
れ
る
。
普
通
の
読
み
方
な
ら
「
七
五
七
／
八
六

六
／
七
六
八
／
七
五
五
」
の
音
（
拍
＝
モ
ー
ラ
）
数
に
な
る
の
だ
が
、
訳
者

の
意
図
す
る
朗
誦
方
法
は
こ
れ
と
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
よ
う
だ
。

訳
は
原
詩
の
意
味
を
よ
く
汲
ん
で
作
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
第
四
行
「
晦

か
ら
朔
へ
、
朔
か
ら
晦
へ
…
…
巡
り
続
け
よ
う
」 az salkh be-ghorre āyad-

az ghorre be salkh

と
い
う
「
晦
」 「
朔
」
の
重
複
を
「
朔

」
の
二
文
字

に
収
め
、
繰
り
返
し
を
「
か
け
め
ぐ
る
」
と
し
た
上
で
、
原
語 “basī ”

（
直

訳
は
「
多
く
」）
を
「
無
限
に
」
と
強
調
し
て
訳
し
た
の
は
見
事
で
あ
る
。

も
う
一
編
、
こ
れ
も
よ
く
知
ら
れ
た
第
七
十
九
歌
を
、『
回
敎
圈
』
所
収

バ
 グ

 ダ
ー

 ド
 で

 ｜
 も
バ
ル
ク
で

 ｜
 も

 い
 の

 ち
 は

 ｜
 つ
き
る

）
 ）

 ―
 ）

 ）
 　
―
）
）
）
）

 　
 ―

 ）
 ）

 ）
 ）

 　
 ～

し
ゅ

 が
 あ

 ま
 か

 ｜
 ろ
う

 と
 に

 が
 か

 ｜
 ろ
う

 と
 は
い

 は
 ｜

 み
ち
る

）
 ―

 ）
 ）
 ）
 　

 ―
 ）

 ）
 ）

 ）
 　

 ―
 ）

 ―
 ）

 　
 ～

た
 の

 し
 む

 が
 ｜

 い
い

 お
 れ

 と
 き

 ｜
 み

 と
 た

 ち
 さ
っ

 ｜
 て
か
ら
も

）
 ）

 ）
 ）

 ―
 　

 ―
 ）

 ）
 ）

 ）
 　

 ）
 ）

 ）
 ）

 ―
 　

 ～
つ
　
き
　
は
　
む

 ｜
 げ
ん

 に
 さ

 く
 ｜

 ぼ
う

 を
 か

 け
 ｜

 め
ぐ
る

）
　
―
　
―
　
）
 　

 ―
 ―

 ）
 ）

 　
 ―

 ―
 ）

 ）
 　

 ～
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の
文
語
訳
と
も
ど
も
掲
げ
て
お
こ
う
。

吾
が
玉
の
緖
の
絕
え
な
む
日

美う
ま

酒ざ
け

に
末
期
の
息
を
引
き
と
ら
め

さ
て
復
活
の
日
と
な
り
て

會
ひ
た
く
ば
酒
場
の
戶
口
に
て
吾
を
待
て）

34
（

死
ん
だ
ら
湯
灌
は
酒
で
し
て
く
れ
、

野
の
送
り
に
も
か
け
て
欲
し
い
美う
ま

酒ざ
け

。

も
し
復
活
の
日
と
も
な
り
會
い
た
い
人
は
、

酒
場
の
戶
口
に
や
っ
て
來
て
お
れ
を
待
て）

35
（

。
chon dar ghodharam

 be-bāde shū’ īd m
a-rā

talqīn ze sharāb-e nāb gū’ īd m
a-rā

khāhīd be-rū
z-e ḥ ashr yābīd m

a-rā
az khāk-e dar-ē m

eykade jū’ īd m
a-r

）
36
（ā

（
死
ん
だ
な
ら
、
私
の
体
を
酒
で
清
め
／
読
経
代
わ
り
に
澄
ん
だ
酒
で

讚
え
て
お
く
れ
／
裁
き
の
日
に
私
に
会
い
た
く
な
っ
た
な
ら
／
酒
場

の
戸
口
の
土
の
な
か
か
ら
私
を
探
せ
）

文
語
訳
は
「
七
五
／
五
七
五
／
七
五
／
五
七
七
」
と
綺
麗
に
五
音
と
七

音
で
ま
と
め
て
い
る
が
、「
酒
で
清
め
」 be-bāde shū’īd,

「
読
経
」 talqīn

と

い
っ
た
原
詩
の
文
言
を
生
か
し
切
ら
ず
に
「
美う

ま
酒ざ
け
に
末
期
の
息
を
引
き
と
」

る
と
、
や
や
大
雑
把
に
訳
し
た
結
果
、「
玉
の
緖
の
絕
え
」
る
、「
末
期
の
息

を
引
き
と
」
る
と
、
同
義
の
表
現
を
二
回
繰
り
返
し
て
い
る
点
が
物
足
り

な
い
。
口
語
訳
は
こ
の
点
が
、「
湯
灌
」 「
野
の
送
り
」
に
反
映
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
両
訳
と
も
、
四
行
目
の
「
私
を
探
せ
」 jū’īd m

a-rā

と
い
う
積
極

的
な
態
度
を
促
す
命
令
が
「
待
て
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
原
意
か
ら
や

や
乖
離
し
た
印
象
で
あ
る
。

口
語
訳
に
訳
者
が
籠
め
た
朗
誦
方
法
を
分
析
し
て
み
る
と
、
例
え
ば
以

下
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
の
排
列
で
は
「
死
ん
だ
ら0

湯
灌
は0

酒
で0

し
て0

く
れ
」 「
野
の0

送
り
に
も0

か

け
て
欲
し
い
美う
ま

酒ざ
け

」 「
も
し
復
活
の0

日
と
も
な
り0

」 「
や
っ
て
來
て0

お
れ
を0

待
て
」
の
よ
う
に
、
傍
点
部
を
長
音
で
読
む
か
な
り
不
自
然
な
朗
誦
に
な

ら
ざ
る
を
え
な
い
。

（
2
）　

原
詩
と
の
距
離

こ
の
よ
う
に
、
小
川
訳
は
音
数
に
こ
だ
わ
る
と
同
時
に
、
脚
韻
や
反
復

語
句
を
も
重
ん
じ
た
結
果
、
原
典
訳
と
い
う
触
れ
込
み
か
ら
想
起
さ
れ
る

現
代
の
感
覚
と
は
裏
腹
に
、
か
え
っ
て
原
詩
の
語
義
を
犠
牲
し
た
意
訳
に

し
ん

 だ
 ら

 ゆ
 ｜

 か
ん

 は
 さ

 け
 ｜

 で
　
し
　
て
　
く

 ｜
 れ

―
 ）

 ―
 ）
 　
 ―

 ―
 ）

 ）
 　

 ―
　
）
　
―
　
）

 　
 ～

の
 の

 お
 く

 り
 ｜

 に
 も

 か
 け

 て
 ｜

 ほ
 し
い

 う
 ま

 ざ
 ｜

 け

）
 ―

 ）
 ）

 ）
 　
 ）

 ―
 ）

 ）
 ）

 　
）

 ―
 ）

 ）
 ）

 　
 ～

も
 し

 ふ
っ

 か
 つ

 ｜
 の

 ひ
 と

 も
 な

 ｜
 り
　
あ
い
　
た
い

 ｜
 ひ
と
は

）
 ）

 ―
 ）

 ）
 　
 ―

 ）
 ）

 ）
 ）

 　
 ―
　
―

　
―

 　
 ～

さ
 か

 ば
 の

 と
 ぐ

 ｜
 ち

 に
 や
っ

 て
 き

 ｜
 て
　
お
　
れ
　
を

 ｜
 ま
て

）
 ）

 ）
 ）

 ）
 ）
 　
）

 ）
 ―

 ）
 ）

 　
 ―
　
）
　
）
　
―

 　
 ～



̶ 8 ̶

な
っ
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
音
数
を
揃
え
、
末
尾
を
同
一
語
句
で

統
一
す
る
た
め
に
第
一
・
二
・
四
行
に
原
文
に
は
な
い
間
投
詞
「
あ
ゝ
！
」

を
補
っ
た
り
（
第
五
十
一
歌
）、
第
三
行
「
支
度
を
な
さ
い

0

0

0

」
に
合
わ
せ
て

第
四
行
の
未
来
形
「
洗
お
う
」 khāham

 shost

を
命
令
形
で
「
洗
い
な
さ

0

0

い0

」
と
訳
し
た
り（
第
九
十
四
歌
）、
あ
る
い
は
末
尾
の
脚
韻
を
考
え
て
「
た

の
し
め
よ
」 「
早
く
せ
よ
」
と
原
文
に
な
い
言
葉
を
補
っ
た
り
（
第
百
二
十

一
歌
）
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
最
も
判
り
や
す
い
例
で
あ
ろ
う
。
原
語
と
の

対
応
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
限
り
、
小
川
訳
に
は
ほ
と
ん
ど
各
首
ご
と
に

齟
齬
を
指
摘
し
う
る
が）

37
（

、
そ
の
な
か
に
は
例
え
ば
、
第
二
十
一
歌
の
前
半

二
句
の
よ
う
な
巧
み
な
処
理
も
見
ら
れ
る
。

歡
樂
も
や
が
て
思
い
出
と
消
え
よ
う
も
の
、

古
き
好
（
よ
し
み
）を
つ
な
ぐ
に
足
る
は
生き

の
酒
の
み
だ
よ
）
38
（

。
aknūn ke ze khosh-delī be joz nām

 na-m
ānd

yek ham
-dam

-e pokhte joz m
ey-ē khām

 na-m
ānd

）
39
（

（
歓
楽
の
名
前
以
外
は
あ
と
に
留
ま
ら
ぬ
以
上
／
円
熟
し
た
一
人
の

親
友
と
し
て
残
る
の
は
生き

の
酒
だ
け
だ
）

こ
こ
で
は
、「
名
前
以
外
は
あ
と
に
留
ま
ら
ぬ
」
を
「
思
い
出
と
消
え
よ

う
」、「
円
熟
し
た
一
人
の
親
友
と
し
て
残
る
」
を
「
古
き
好
を
つ
な
ぐ
」

と
和
ら
げ
て
訳
す
こ
と
で
原
義
を
生
か
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
原
文
で
は

「
生
の
」 khām

と
「
円
熟
し
た
」 pokhte

（
原
義
は
「
料
理
さ
れ
た
」）と
い
う

反
対
語
を
同
一
半
句
内
に
配
置
す
る
反
意
語
法
（taḍādd / ṭebāq

）
の
遊
び

が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
こ
ま
で
は
訳
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

第
九
十
七
歌
の
後
半
二
句
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

だ
が
つ
も
る
齡

（
よ
わ
い
）の
盃つ
き

に
な
お
君
の
酒
を
よ
ろ
こ
ぶ
の
は
、

頭
に
霜
を
い
た
だ
い
て
も
心
に
春
の
風
が
吹
く
か
ら）

40
（

。

bā m
ū

y-e sepīd-e sar khosh-am
 k-az m

ey-e tō
pīrāne-sar-am

 bahār-e del tāze shod-ast

）
41
（

（
頭
の
白
髪
に
も
拘
わ
ら
ず
私
が
楽
し
い
の
は
、
君
の
酒
の
お
蔭
で
／

私
が
老
齢
に
な
っ
て
も
心
の
春
が
甦
る
か
ら
だ
）

「
頭
の
白
髪
に
も
拘
わ
ら
ず
」 bā m

ū
y-e sepīd-e sar

を
「
頭
に
霜
を
い
た

だ
い
て
も
」、「
老
齢
に
な
っ
て
も
」 pīrāne-sar-am

を
「
つ
も
る
齡
（
よ
わ
い
）の
盃つ
き

に
」、「
心
の
春
が
甦
る
」 bahār-e del tāze shod-ast

を
「
心
に
春
の
風
が

吹
く
」
と
、「
霜
」 「
盃つ
き

」 「
風
」
と
い
っ
た
原
文
に
な
い
言
葉
を
さ
り
げ
な

く
補
っ
て
和
文
脈
に
置
き
換
え
て
訳
し
て
い
る
点
は
見
事
で
あ
る
。
こ
れ

も
意
訳
と
し
て
十
分
許
容
範
囲
に
収
ま
る
で
あ
ろ
う
。

も
う
一
例
、
第
百
十
四
歌
の
後
半
二
句
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
朝
、
何
故
鷄

が
声
を
上
げ
て
鳴
く
か
君
は
知
っ
て
い
る
か
と
い
う
前
半
二
句
に
対
す
る

答
え
で
あ
る
。

朝
の
鏡
に
夜
の
命
の
う
し
ろ
姿
が

映
っ
て
も
知
ら
な
い
君
に
吿
げ
よ
う
と
さ
）
42
（

。

ya‘nī ke nam
ūdand dar-āyīne-ye ṣobḥ

k-az ‘om
r shab-ī godhasht-o tō bī-khabar-ī

）
43
（

（
つ
ま
り
そ
れ
は
、
朝
の
鏡
の
な
か
で
／
君
が
知
ら
ぬ
う
ち
に
生
涯
の
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一
夜
が
過
ぎ
去
っ
た
こ
と
を
示
す
た
め
さ
）

こ
こ
で
も
原
文
に
は
「
夜
」 shab

と
「
朝
」 ṣobḥ

の
反
意
語
法
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。
小
川
訳
は
そ
れ
を
も
生
か
し
つ
つ
「
夜
」
を
擬
人
化
し
、「
過

ぎ
去
る
」
を
「
夜
と
い
う
人
物
が
立
ち
去
る
」
と
読
み
替
え
て
、「
朝
の
鏡

の
な
か
で
」 dar-āyīne-ye ṣobḥ

「
生
涯
の
一
夜
が
過
ぎ
去
っ
た
」 az ‘om

r 

shab-ī godhasht

こ
と
を
、「
朝
の
鏡
に
夜
の
命
の
う
し
ろ
姿
が
映
」
る
と

巧
み
に
表
現
し
直
し
て
い
る
。
朝
、
自
分
の
姿
を
鏡
に
映
し
て
見
る
人
間

が
、
視
界
か
ら
夜
が
立
ち
去
ろ
う
と
し
て
い
る
の
に
気
づ
か
ず
、
鷄
の
鳴

き
声
に
よ
っ
て
警
告
さ
れ
る
と
い
う
場
面
が
髣
髴
す
る
。

こ
う
し
た
美
点
の
反
面
で
、
小
川
訳
に
は
結
果
的
に
誤
解
や
誤
訳
と
も

見
做
し
う
る
、
原
詩
か
ら
の
乖
離
が
大
き
い
事
例
も
散
見
す
る
。「
苦
し
み

に
耐
え
よ
」 bā dard be-sāz

を
「
心
の
惱
み
は
す
て
よ
」 （
第
三
十
二
歌
）、

「
我
慢
せ
よ
」 tan zan

を
「
胸
を
た
た
け
」 （
第
百
三
十
一
歌
）
と
し
て
い
る

の
は
こ
の
範
疇
に
入
る
だ
ろ
う）

44
（

。
ま
た
、「
輪

の
環
」 chanbar-e charkh

）
45
（

（
第
十
八
歌
。
原
義
は
「
天
輪
」）
や
「
煉
獄
」 jaḥīm

）
46
（

（
第
九
十
一
歌
。
原
義
は

「
地
獄
」）の
よ
う
に
、
仏
教
や
キ
リ
ス
ト
教
の
概
念
を
取
り
入
れ
て
い
る
の

は
一
般
読
者
に
は
判
り
や
す
い
一
方
で
誤
解
も
招
き
か
ね
ず
、
評
価
が
分

か
れ
る
と
こ
ろ
か
も
し
れ
な
い
。

（
3
）　

評
価
と
影
響

こ
の
よ
う
に
、
小
川
訳
は
と
も
す
れ
ば
原
詩
と
の
距
離
が
大
き
く
な
り

が
ち
な
反
面
、
短
く
簡
潔
で
判
り
や
す
い
日
本
語
表
現
の
お
蔭
で
、
ル
バ
ー

イ
ー
の
雰
囲
気
を
読
者
に
伝
え
る
効
果
は
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ

ら
に
岩
波
文
庫
の
価
格
の
手
頃
さ）

47
（

（
初
刊
時
に
は
六
十
円
。
一
九
五
○
年
一
月

以
降
は
★
★
）
も
手
伝
っ
て
、
こ
の
詩
集
を
手
に
す
る
一
般
読
者
も
多
か
っ

た
こ
と
だ
ろ
う）

48
（

。
さ
ら
に
原
典
訳
と
い
う
触
れ
込
み
か
ら
、
研
究
や
教
育

の
分
野
で
参
照
さ
れ
る
機
会
も
増
え
て
い
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る）

49
（

。『
ル
バ

イ
ヤ
ー
ト
』
へ
の
関
心
が
深
か
っ
た
英
文
学
者
の
吉
田
健
一（
一
九
一
二
―

七
七
年
）
も）

50
（

、
戦
後
す
ぐ
に
少
人
数
の
仲
間
で
始
め
た
「
鉢
の
木
会
」
に
触

れ
て
「
カ
イ
ヤ
ム
の
「
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
」
を
訳
し
た
故
小
川
亮
作
氏
に
来

て
い
た
ゞ
い
た
の
は
、
今
で
は
一
つ
の
思
い
出
で
あ
る）

51
（

」
と
述
べ
て
い
る

の
で
、
そ
の
訳
業
を
評
価
し
て
い
た
ら
し
い
。

小
川
に
文
語
訳
か
ら
口
語
訳
へ
の
変
更
を
勧
め
た
と
い
う
佐
藤
春
夫（
一

八
九
二 

―
一
九
六
四
年
）
は
、『
私
の
享
楽
論
』 （
朝
日
新
聞
社
、
一
九
五
六
年
十

二
月
）
の
第
四
章
「
酒
の
詩
、
恋
の
詩 

― 

文
学
に
現
は
れ
た
快
楽
の
一

斑
」
に
お
い
て
、
漢
詩
や
大
伴
旅
人（
六
六
五
―
七
三
一
年
）の
酒
讃
歌
に
続

い
て
ハ
イ
ヤ
ー
ム
の
詩
に
言
及
し
、
小
川
訳
を
六
編
ほ
ど
引
い
た
上
で
、

　

ほ
ん
の
数
章
を
引
用
し
た
だ
け
で
は
あ
り
、
訳
も
原
典
に
よ
る
と
い

ふ
特
色
は
あ
る
が
、
ま
だ
万
全
の
も
の
と
も
思
へ
な
い
が
、
オ
マ
ル
・

ハ
イ
ヤ
ー
ム
の
「
四
行
詩
集
」
と
い
ふ
も
の
の
香に
ほ
ひは
こ
れ
で
も
察
し
は

つ
く
と
思
ふ）

52
（

。

と
や
や
辛
口
の
評
価
を
下
し
て
い
る
。
春
夫
は
小
川
訳
刊
行
以
前
か
ら
『
ル

バ
イ
ヤ
ー
ト
』
の
存
在
は
当
然
認
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
訳
に

よ
っ
て
よ
う
や
く
そ
の
全
貌
を
把
握
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ま
で
「
幾
種
か
の
四ル

バ
イ
ヤ
ー
ト

行
詩
集
が
飜
訳
さ
れ
て
な
か
に
は
相
当
な
名
訳
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と
評
判
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
な
が
ら
、（
中
略
）
我
国
で
は
決
し
て
売
れ
な

い
書
物
と
な
つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
実
」
を
「
怪
し
む
べ
き
」
こ
と
と
し
、

そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

こ
の
堂
々
た
る
哲
学
詩
集
は
日
本
人
の
考
へ
て
ゐ
る
詩
の
先
入
観
念
に

一
致
す
る
殉
情
的
詩
篇
で
は
な
く
て
知
性
に
勝
つ
た
観
念
抒
情
で
あ
る

こ
と
が
、
わ
が
国
人
の
肌
合
に
な
じ
み
に
く
く
理
解
を
妨
げ
る
と
こ
ろ

へ
も
つ
て
来
て
、
全
詩
章
を
一
篇
の
も
の
と
読
み
こ
な
す
だ
け
の
能
力

が
な
く
て
、
た
だ
断
片
的
に
一
章
一
章
を
読
み
味
つ
て
は
、
漢
詩
の
絶

句
な
ど
と
同
様
に
考
へ
、
さ
う
し
て
既
に
見
慣
れ
て
ゐ
る
将
進
酒
な
ど

と
同
一
の
陳
腐
な
詩
の
や
う
な
気
が
し
て
、（
中
略
）
そ
の
詩
趣
の
清
新

を
掬
す
る
に
到
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か）

53
（

。

ハ
イ
ヤ
ー
ム
は
虚
無
思
想
の
詩
人
と
い
う
よ
り
は
、「
エ
ピ
キ
ュ
ラ
ス
の

や
う
に
生
涯
を
学
術
に
委
ね
」、
理
知
を
基
盤
と
し
な
が
ら
「
李
白
の
や
う

な
詩
酒
生
涯
を
送
つ
た
典
型
的
な
快
楽
哲
人）

54
（

」
で
あ
る
と
い
う
の
が
春
夫

の
見
立
て
で
あ
る
。
ま
た
彼
が
「
全
詩
章
を
一
篇
の
も
の
と
読
み
こ
な
す
」

必
要
性
を
説
く
の
も
、『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』
は
「
ほ
ぼ
一
貫
し
た
統
一
の
下

に
編
ま
れ
」、「
そ
の
一
大
建
築
の
や
う
な
壮
観
を
讃
美
す
べ
き
も
の）

55
（

」
だ

と
い
う
、
小
川
訳
か
ら
得
た
信
念
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
小
川
訳
の

底
本
と
な
っ
た
ヘ
ダ
ー
ヤ
ト
の
校
訂
版
が
伝
統
的
な
ペ
ル
シ
ア
語
詩
集
の

慣
行
と
は
異
な
っ
て
主
題
別
に
排
列
さ
れ
て
い
る
事
実
に
加
え
、
ハ
イ
ヤ
ー

ム
の
「
眞
作
の
大
部
分
が
」 「
網
羅
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
言
し
得
る）

56
（

」
と

い
う
訳
者
解
説
に
従
っ
た
解
釈
で
あ
ろ
う
が
、
実
際
に
は
ヘ
ダ
ー
ヤ
ト
版

の
選
択
も
絶
対
的
な
基
準
に
依
拠
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら

導
か
れ
る
ハ
イ
ヤ
ー
ム
像
も
あ
く
ま
で
一
つ
の
解
釈
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は

注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
方
、
小
川
亮
作
と
同
じ
滿
洲
國
立
大
學
哈
爾
濱
學
院
（
日
露
協
會
學
校

の
後
身
）の
卒
業
生
で
も
あ
る
ロ
シ
ア
文
学
者
・
評
論
家
の
内
村
剛
介
は
、

「『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』
の
訳
本
は
種
々
あ
る
が
、
小
川
亮
作
の
仕
事
を
最
上

と
す
る
と
い
う
の
が
ほ
と
ん
ど
定
説
で
あ
る）

57
（

」
と
述
べ
、

『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』
の
原
典
訳
を
試
み
、
ペ
ル
シ
ャ
語
を
口
誦
可
能
な
日

0

0

0

0

0

0

本
語

0

0

（
傍
点
内
村
）へ
と
移
す
。
空
前
絶
後
の
作
業
で
あ
っ
て
そ
の
果
実

は
永
く
口
誦
伝
承
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
ぼ
く
ら
は
こ
れ

を
小
川
に
固
有
の
制
作
と
措
く
。
オ
マ
ル
・
ハ
イ
ヤ
ー
ム
の
伝
達
に
当
っ

て
小
川
は
漢
字
に
こ
と
こ
ま
か
に
ル
ビ
を
振
り
、
確
実
に
小
川
固
有
の

刻
印
を
押
し
て
い
る
。
口
誦
朗
誦
に
際
し
て
は
小
川
の
指
示
に
従
え
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

―
小
川
の
制
作
に
あ
っ
て
は

―
目
頭

だ
け
で
字
面
を
追
う
さ
か
し
ら
な
近
代
日
本
詩
人
は
拒
ま
れ
て
い
る）

58
（

。

と
評
価
す
る
。
し
か
し
こ
れ
は
い
さ
さ
か
過
褒
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

先
に
見
た
よ
う
に
、
口
誦
朗
誦
に
関
す
る
「
小
川
の
指
示
」
が
あ
る
の
は

全
百
四
十
三
首
の
う
ち
二
首
の
み
で
あ
る
し
、「
一
壺
」 「
酒
」 「
盃
」
の
よ

う
に
肝
腎
な
箇
所
に
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
指
示
通
り
に
読

ん
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
た
だ
ち
に
ペ
ル
シ
ア
語
の
ル
バ
ー
イ
ー
の

韻
律
に
対
応
す
る
わ
け
で
も
な
い
。
内
村
の
小
川
訳
評
価
に
は
、
末
尾
の

「
解
說
」
に
影
響
を
受
け
た
部
分
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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最
後
に
、
小
川
訳
の
文
学
的
影
響
の
一
例
と
し
て
、
哲
学
者
・
歌
人
の

安
藤
孝た
か

行つ
ら（

号
は
白
雲
山
人
。
一
九
一
一
― 

八
四
年
）
に
よ
る
「
唱
和
」
の
試

み
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
安
藤
は
京
都
帝
國
大
學
文
學
部
哲
學
科
卒
業

後
、
旧
制
第
四
高
等
學
校
や
金
沢
大
学
、
立
命
館
大
学
、
岡
山
大
学
の
教
授

を
歴
任
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
専
門
の
哲
学
研
究
の
傍
ら
、

晩
年
に
な
っ
て
『
唐
詩
唱
和
』 （
明
治
書
院
、
一
九
七
二
年
十
月
）
や
『
唱
和

の
遊
び
』 （
桜
楓
社
、
一
九
七
四
年
八
月
）、『
西
詩
唱
和　

葦
の
葉
笛
』 （
白
雲

山
房
、
一
九
八
二
年
一
月
）な
ど
、
自
ら
「
唱
和
」
と
呼
ぶ
一
連
の
漢
詩
や
西

洋
詩
の
自
由
な
翻
案
・
翻
訳
の
試
み
を
上
梓
し
て
い
る
。
安
藤
に
よ
れ
ば
、

「
唱
和
」
と
は
、

原
詩
の
辞
句
や
内
容
を
忠
実
に
日
本
語
に
移
す
の
で
は
な
く
て
、
原
詩

を
読
む
こ
と
に
促
さ
れ
て
得
た
感
興
を
日
本
の
詩
形
、
特
に
和
歌
と
俳

句
の
形
式
を
借
り
て
創
作
す
る
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
詩
歌
合
と
い

う
も
の
に
近
い
。
し
た
が
っ
て
理
想
と
す
る
と
こ
ろ
は
不
即
不
離
、
つ

ま
り
全
く
同
じ
で
も
な
け
れ
ば
、
全
く
別
で
も
な
い
と
い
う
微
妙
な
か

ね
あ
い
を
娯
し
む
の
で
あ
る）

59
（

。

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
中
国
に
お
け
る
応
酬
詩
や
次
韻
、
日
本
の

相
聞
や
歌
合
わ
せ
、
連
歌
、
俳
諧
な
ど
の
唱
和
の
遊
び
の
伝
統
を
現
代
に

甦
ら
せ
よ
う
と
す
る
意
図
に
基
づ
い
た
作
業
で
あ
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

小
川
亮
作
訳
『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』
に
基
づ
く
白
雲
唱
和
／
お
ま
あ
る 

は
い

や
あ
む
『
詩
集　

る
ば
い
や
あ
と）

60
（

』
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
安
藤
は
、
小

川
訳
が
「
比
較
的
忠
実
に
原
詩
の
意
味
を
伝
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
拙
訳
は
こ
れ
を
テ
ク
ス
ト
と
し
た
が
、
こ
う
い
う
散
文
訳
で
は
詩
と

し
て
の
妙
味
は

め
ま
い）

61
（

」
と
す
る
が
、
た
ま
た
ま
眼
科
病
院
に
入
院
し

た
さ
い
「
手
も
と
に
あ
っ
た
小
川
氏
の
訳
本
一
冊
を
携
行
し
た
の
が
縁

で
、
真
夏
の
む
し
風
呂
の
よ
う
な
病
室
で
、
痛
む
眼
を
半
眼
に
し
な
が
ら
、

二
日
間
に
一
気
に
全
篇
を
短
歌
に
訳
出
し
て
、
文
庫
本
の
余
白
に
書
き
込

ん
だ）

62
（

」
の
が
彼
の
短
歌
訳
全
百
四
十
三
首
で
あ
る
と
い
う
。

安
藤
も
ヘ
ダ
ー
ヤ
ト
版
の
主
題
別
排
列
を
活
か
し
、
春
夫
の
言
う
よ
う

に
「
全
詩
章
を
一
篇
の
も
の
と
」
見
做
し
て
、
全
体
を
短
歌
の
連
作
の
よ

う
な
形
に
構
成
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
見
本
と
し
て
、
本
稿
で
例
示
し
た

小
川
訳
数
首
の
唱
和
歌
を 『
詩
集　

る
ば
い
や
あ
と
』 

よ
り
掲
げ
て
お
こ

う
。79　

酒
も
ち
て
屍
を
洗
へ
蘇
り
ま
た
会
ふ
べ
く
は
酒
ひ
さ
ぐ
店

95　

限
り
な
く
月
は
み
ち
又
欠
く
る
ら
む
我
君
共
に
去
り
な
む
後
も

98　

皇
帝
の
富
に
も
ま
し
て
我
が
欲
る
は
一
壺
の
酒
一
巻
の
歌

こ
の
種
の
試
み
は
日
本
の
『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』
移
入
史
の
な
か
で
も
空
前

絶
後
で
あ
ろ
う
。

二　

沢
英
三
訳
「
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
」

小
川
訳
の
刊
行
か
ら
十
二
年
後
の
一
九
六
○
年
、
戦
後
二
番
目
の
原
典

訳
で
あ
る
澤
英
三
（
一
八
九
六 

―
一
九
七
八
年
）
に
よ
る
「
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
」

が
、『
世
界
名
詩
集
大
成
』
の
一
環
と
し
て
発
表
さ
れ
た）

63
（

。
澤
は
小
川
亮
作
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と
同
じ
新
潟
の
出
身
で
、
東
京
外
國
語
學
校（
の
ち
の
東
京
外
国
語
大
学
）
ヒ

ン
ド
ゥ
ス
タ
ー
ニ
ー
（
印
度
）
語
科
を
一
九
二
○
年
に
卒
業
、
二
一
年
か
ら

二
三
年
ま
で
の
三
年
間
の
印
度
自
費
留
学
後
、
一
九
二
三
年
九
月
に
大
阪

外
國
語
學
校
の
印
度
語
部
に
着
任
、
以
後
一
九
六
一
年
三
月
ま
で
四
十
年

近
く
に
亘
っ
て
同
校
で
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
と
ペ
ル
シ
ア
語
を
教
え
た）

64
（

。
そ
の

あ
い
だ
、
一
九
二
八
年
に
ペ
ル
シ
ア
と
イ
ギ
リ
ス
に
赴
い
て
い
る
。
主
な

著
作
は
以
下
の
通
り
。

・ 『
印
度
文
典
』
丸
善
、
一
九
四
三
年
二
月）

65
（

。

・ 『
日
印
會
話
提
要
』
三
省
堂
出
版
、
一
九
四
五
年
二
月）

66
（

。

・ 『
印
度
語
入
門
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
四
八
年
十
一
月）

67
（

。

・ 

サ
ァ
デ
ィ
ー
著
／
澤
英
三
譯
『
ゴ
レ
ス
タ
ー
ン
』
岩
波
文
庫
、
一
九

五
一
年
十
月
。

・ 『
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
習
俗
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
五
二
年
七
月）

68
（

。

・ 『
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
会
話
』
ア
ジ
ア
語
学
双
書
、
江
南
書
院
、
一

九
五
七
年
四
月）

69
（

。

・ 『
イ
ン
ド
文
典
』
発
行
＝
ア
ー
リ
ヤ
学
会
、
発
売
＝
丸
善
、
一
九
六
○

年
四
月）

70
（

。

「
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
」
訳
を
収
め
た
『
世
界
名
詩
集
大
成
』 

18（
東
洋
篇
）で

は
、
他
に
パ
キ
ス
タ
ン
の
国
民
的
詩
人
ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ
ク
バ
ー
ルM

u-

ḥam
m

ad Iqbāl

（
一
八
七
七 

―
一
九
三
八
年
）
の
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
詩
集
『
鈴

の
音
』 Bāng-e D

arā

（
一
九
二
四
年
）と
、
ペ
ル
シ
ア
詩
人
ハ
ー
フ
ィ
ズḤ

ā-

fi ẓ Shīrāzī

（
一
九
二
六
年
頃
―
九
○
年
頃
）の 『
詩
集
』 Dīvān

の
翻
訳
を
担
当

し
て
い
る
。

澤
は
当
初
北
イ
ン
ド
に
留
学
し
、「
ラ
ク
ナ
ウ
市
で
、
キ
リ
ス
ト
敎
徒
で

あ
る
一
老
印
度
人
の
家
庭
敎
師
か
ら）

71
（

」
ペ
ル
シ
ア
語
を
学
ん
だ
。
し
か
し

そ
の
発
音
は
、
現
地
で
行
な
わ
れ
て
い
る
「
印
度
流
の
舊
式
な
ぺ
ル
シ
ヤ

語
の
發
音
」
だ
っ
た
た
め
、
一
九
二
八
年
に
「
と
う
〳
〵
私
は
自
費
で
ぺ

ル
シ
ヤ
行
を
決
行
」、「
特
に
、
發
音
の
勉
强
に
努
め
」、
翌
年
か
ら
ペ
ル
シ

ア
語
の
授
業
も
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う）

72
（

。
実
際
、
右
の
著
作
の

う
ち
、
サ
ァ
デ
ィ
ー Sa‘dī

（
一
二
一
○
年
頃
―
九
二
年
頃
）
に
よ
る
ペ
ル
シ

ア
散
文
学
の
最
高
傑
作
『
ゴ
レ
ス
タ
ー
ン
』 Golestān

す
な
わ
ち
『
薔
薇

園
』
は
、
そ
の
後
に
出
た
蒲
生
禮
一
訳
『
薔グ
リ
ス
タ
ー
ン

薇
園

―
イ
ラ
ン
中
世
の
教

養
物
語
』 （
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
六
四
年
二
月
）
の
「
グ
リ
ス
タ
ー
ン
」
と

い
う
旧
発
音
と
は
異
な
り
、
完
全
に
ペ
ル
シ
ア
語
現
代
音
を
用
い
て
い
る
。

一
九
三
四
年
七
月
、
外
務
省
留
学
生
と
し
て
イ
ラ
ン
に
向
か
う
途
中
の

大
阪
で
東
京
外
國
語
學
校
の
先
輩
で
あ
る
澤
の
出
迎
え
を
受
け
た
井
上
英

二
（
一
九
一
一
― 

八
六
年
）
は
、
初
対
面
の
彼
か
ら
「
ど
こ
と
な
く
大
（
た
い
じ
ん
）
人
の

風
格
を
備
え
悠
揚
せ
ま
ら
ざ
る
態
度
の
方）

73
（

」
と
い
う
印
象
を
受
け
、
一
九

四
一
年
四
月
に
大
阪
外
國
語
學
校
印
度
語
部
に
入
学
し
た
陳
舜
臣
（
一
九

二
四
―
二
○
一
五
年
）
は
澤
に
つ
い
て
、「
学
究
と
い
う
こ
と
ば
が
、
ぴ
っ
た

り
の
先
生
で
、
良
い
意
味
で
の
世
間
知
ら
ず
」、「
学
問
の
世
界
に
「
時
局
」

が
介
入
し
が
ち
な
時
代
に
、
先
生
は
飄
ひ
よ
う
ひ
よ
う々と
そ
う
し
た
も
の
を
受
け
流
し

た
」、「
こ
の
よ
う
な
師
に
み
ち
び
か
れ
た
こ
と
は
、
私
た
ち
の
し
あ
わ
せ

で
あ
っ
た）

74
（

」
と
回
想
し
て
い
る
。

澤
が
「
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
」
訳
の
底
本
と
し
た
の
は
、



̶ 13 ̶

・ 「
テ
ヘ
ラ
ー
ン
在
ケ
タ
ー
ブ
・
フ
ェ
ル
ド
ウ
ス
ィ
ー
書
店
版
」 「
回（
マ
マ
）

教
暦

一
三
○
六
年
（
西
暦
一
九
二
八
年
）
刊
、
四
四
四
連
句
を
含
む）

75
（

」

・ 「
マ
フ
フ
ズ
ル
・
ハ
ッ
ク
氏
の
カ
ル
カ
ッ﹇
タ
﹈版
」 「
二（
マ
マ
）

七
一
連
句
を

含
む
。
一
九
三
九
年
刊）

76
（

」

で
、「
真
作
と
お
ぼ
し
い
一
二
一
連
句
だ
け
を
選
り
分
け
て
訳
出
し
た
」
と

い
う
。
た
だ
し
実
際
に
は
、﹇
附
表
2
﹈に
示
す
通
り
、
両
底
本
の
い
ず
れ
に

も
含
ま
れ
な
い
ル
バ
ー
イ
ー
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
デ
ン
マ
ー

ク
の
東
洋
学
者
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ンA

rthur E
m

m
anuel C

hristensen

（
一
八

七
五
―
一
九
四
五
年
）
の
校
訂
版）

77
（

に
依
拠
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
い
や
、

む
し
ろ
沢
英
三
訳
の
真
の
底
本
は
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
版
だ
と
言
う
べ
き
で

あ
ろ
う
。「
真
作
と
お
ぼ
し
い
一
二
一
連
句
」
の
百
二
十
一
と
い
う
数
も
ク

リ
ス
テ
ン
セ
ン
版
の
収
録
ル
バ
ー
イ
ー
数
と
ぴ
た
り
一
致
し
、
そ
の
す
べ

て
が
翻
訳
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
沢
訳
の
第
百

一
番
ま
で
は
、
テ
ヘ
ラ
ン
版
の
排
列
順
に
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
版
の
ル
バ
ー

イ
ー
百
十
一
首
を
選
び
出
し
、
第
百
二
番
か
ら
第
百
二
十
一
番
ま
で
の
二

十
首
は
、
テ
ヘ
ラ
ン
版
に
含
ま
れ
な
い
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
版
の
残
り
の
二

十
首
を（
お
そ
ら
く
順
不
同
で
）
訳
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
沢

訳
と
は
排
列
を
変
え
た
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
版
の
全
訳
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
カ
ル
カ
ッ
タ
版
は
補
助
的
に
参
照
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
仮

に
こ
の
版
が
存
在
し
な
く
て
も
、
沢
訳
の
選
択
に
は
何
の
影
響
も
な
か
っ

た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
事
情
に
も
拘
わ
ら
ず
、
訳
者
が
が
ク
リ
ス
テ

ン
セ
ン
版
の
名
前
に
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
の
は
不
可
解
で
あ
る
。
こ

の
辺
り
を
も
う
少
し
詳
し
く
検
討
し
て
み
よ
う
。

澤
は
訳
詩
の
一
部
に
「
＊
」
印
を
付
し
、
訳
注
の
冒
頭
で
次
の
よ
う
に

説
明
し
て
い
る
。

＊
印
を
付
し
た
個
処
は
す
べ
て
、
底
本
と
他
の
版
本
と
で
語
句
の
異
な

る
個
所
を
示
す
も
の
。
こ
の
場
合
の
訳
文
は
底
本
の
語
句
に
こ
だ
わ
る

こ
と
な
く
、
一
般
に
真
正
と
認
め
ら
れ
る
分
を
選
ぶ
こ
と
に
し
た
。
た
だ

し
、
互
い
に
辞
句
が
異
な
っ
て
い
て
も
、
文
意
に
大
差
が
な
い
場
合
、
＊

印
を
省
略
し
た）

78
（

。

こ
の
「
＊
」
印
は
全
部
で
二
十
三
か
所
を
数
え
る
が
、
二
か
所）

79
（

を
除
い
て

す
べ
て
が
「
他
の
版
本
」、
つ
ま
り
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
版
の
訓
み
に
従
っ
て

い
る）

80
（

。
ま
た
、
訳
注
で
「
底
本
で
は
」 「
底
本
に
は
」
と
い
う
説
明
を
付
し

た
七
箇
所
は
、
一
か
所）

81
（

以
外
、
す
べ
て
「
一
般
に
真
正
と
認
め
ら
れ
る
」
ク

リ
ス
テ
ン
セ
ン
版
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
て
い
る）

82
（

。
さ
ら
に
、「
文
意
に
大
差
」

が
存
在
す
る
場
合
で
も
、「
＊
」
な
し
に
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
版
を
用
い
て
い

る
箇
所
は
少
な
く
な
い）

83
（

。
逆
に
、
異
同
を
注
記
せ
ず
に
テ
ヘ
ラ
ン
版
に
従
っ

て
訳
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
わ
ず
か
だ
が
存
在
す
る）

84
（

。

し
か
し
、
底
本
の
指
示
に
関
し
て
残
る
こ
う
し
た
不
明
瞭
な
点
は
ひ
と

ま
ず
措
い
て
、
次
に
実
際
の
訳
詩
ぶ
り
を
窺
っ
て
み
よ
う
。
次
に
見
本
と

し
て
掲
げ
る
の
は
、
小
川
訳
の
底
本
と
な
っ
た
ヘ
ダ
ー
ヤ
ト
版
第
九
十
八

歌
の
姉
妹
編
と
も
言
う
べ
き
第
百
歌
で
あ
る
。

も
し
も
く
れ
る
な
ら
小
麦
パ
ン
を
一
片
を

一
ぴ
ょ
う
の
酒
と
一ひ
と

脚あ
し

の
羊
肉
を
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そ
し
て
風
吹
く
荒
野
に
お
前
と
坐
っ
た
ら

そ
れ
は
国ソ
ル
タ
ー
ン王に
ま
さ
る
栄
華
じ
ゃ
な
い
か

gar dast dehad ze m
aghz-e gandom

 nān-ī

az m
ey kadu-yī ze gūsfand-ī rān-ī

v-ān-gah m
an-o tō neshaste dar vīrānī

‘eysh-ī bovad-ān na ḥadd-e har sol ṭān-

）
85
（ī

（
も
し
も
手
が
、
小
麦
粉
の
パ
ン
と
／
一
匏
の
酒
、
そ
れ
に
羊
の
腿
肉

を
与
え
て
く
れ
／
そ
れ
か
ら
私
と
あ
な
た
が
と
も
に
曠
野
に
座
す
の

な
ら
／
そ
れ
は
ど
ん
な
王
者
に
も
達
し
え
な
い
愉
楽
と
な
る
だ
ろ
う
）

「
手
が
…
…
与
え
る
な
ら
」 gar dast dehad
を
「
く
れ
る
な
ら
」
と
簡
単
に

訳
す
一
方
、「
荒
野
」 vīrānī

に
は
「
風
吹
く
」
と
い
う
原
文
に
は
な
い
形

容
詞
を
補
っ
て
い
る）

86
（

が
、
全
体
は
ほ
ぼ
原
文
通
り
の
行
分
け
散
文
訳
で
、

音
数
に
ほ
と
ん
ど
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
沢
訳
全
体
に
共
通
す

る
特
徴
で
も
あ
る
。「
ぴ
ょ
う
」
は
原
語 “kadū

”

（
瓢
簞
）に
対
応
す
る
「
瓢ひ
よ
う」

の
仮
名
表
記）

87
（

で
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
こ
こ
は
漢
字
表
記
し
た
い
と
こ
ろ）

88
（

で

あ
る
。

冒
頭
の
第
一
歌
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

明
日
を
誰
が
保
証
し
て
く
れ
る

い
ま
楽
し
ま
せ
て
く
れ
、
こ
の
悲
し
い
心
を

月
の
光
に
酒
を
の
め
、
幾
千
回
も
幾
万
回
も
月
は
輝
く

け
れ
ど
も
、
わ
れ
わ
れ
は
も
う
こ
こ
に
い
な
い

chon ‘ohde na-m
ī konad kas-ī fardā-rā

ḥāl-ī khosh kon īn del-e por sow
dā-rā

m
ey nūsh be-nūr-e m

āh ey m
āh ke m

āh

besyār be-tābad-ō na-yābad m
ā-r

）
89
（ā

（
誰
も
明
日
に
責
任
を
負
わ
な
い
の
だ
か
ら
／
今
は
こ
の
憂
鬱
に
満

ち
た
心
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
／
月
の
光
で
酒
を
飲
め
、
お
お
月〔
の
よ

う
な
美
女
〕
よ
、
な
ぜ
な
ら
／
月
は
何
度
も
輝
く
が
、
我
々
を
見
出
す

こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
ら
）

副
詞
「
何
度
も
」 「
多
く
」 besyār

を
「
幾
千
回
も
幾
万
回
も
」
と
強
調
し

て
訳
す
一
方
、「
お
お
月
（
の
よ
う
な
美
女
）
よ
」 ey m

āh

と
い
う
呼
び
か
け

は
省
略
し
た
た
め
、
原
文
で
「
月
」 māh

を
三
回
繰
り
返
す
面
白
さ
は
反

映
さ
れ
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
小
川
亮
作
は
、
ほ
ぼ
同
じ
原
詩
を
次
の
よ

う
に
訳
し
て
い
る
。

あ
す
の
日
が
誰
に
い
っ
た
い
保
證
出
來
よ
う
？

哀
れ
な
胸
を
今
こ
の
時
こ
そ
た
の
し
く
し
よ
う
。

月
の
君
よ
、
さ
あ
、
月
の
下
で
酒
を
の
も
う
、

わ
れ
ら
は
行
く
し
、
月
は
か
ぎ
り
な
く
め
ぐ
っ
て
來
よ
う）

90
（

！

音
数
は
「
五
七
七
／
七
八
七
／
六
八
六
／
七
八
七
」
と
な
る
が
、
訳
者

流
に
長
音
節
換
算
で
一
行
が
十
に
収
ま
る
よ
う
に
読
む
と
、
お
そ
ら
く 「
あ

す
の
日
が0

誰
に0

」 「
哀
れ
な
胸
を0

」 「
月
の0

下
で0

」
の
よ
う
に
、
傍
点
部
を
長
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く
読
み
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
。
原
詩
の
副
詞
「
多
く
」
は
「
か

ぎ
り
な
く
」
と
穏
当
に
訳
し
、
語
末
も
「
出
來
よ
う
」 「
し
よ
う
」 「
來
よ

う
」
と
韻
を
踏
む
形
に
ま
と
め
て
い
る
が
、「
わ
れ
ら
は
行
く
し
」
は
原
文

の
「
我
々
を
見
出
す
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
」
か
ら
は
か
な
り
か
け
離
れ
た

印
象
で
あ
る
。

続
く
第
二
歌
も
小
川
訳
の
第
七
十
九
歌
と
原
詩
が
ほ
ぼ
共
通
で
、

私
が
死
ん
だ
ら
酒
で
湯
灌
し
て

酒
と
杯
で
引
導
わ
た
し
て
お
く
れ

も
し
も
私
に
会
い
た
か
っ
た
ら
復
活
祭
に
来
て
お
く
れ

居
酒
屋
の
ほ
こ
り

0

0

0

の
中
を
探
し
て
お
く
れ

chon fow
t shavam

 be-bāde shū
yīd m

a-rā
talqīn ze sharāb-o jām

 gū
yīd m

a-rā
khāhīd be-rū

z-e ḥashr yābīd m
a-rā

dar khāk-e dar-ē m
eykade jū

yīd m
a-r

）
91
（ā

（
死
ん
だ
な
ら
、
私
の
体
を
酒
で
清
め
／
読
経
代
わ
り
に
酒
と
酒
杯
で

讚
え
て
お
く
れ
／
裁
き
の
日
に
私
に
会
い
た
く
な
っ
た
な
ら
／
酒
場

の
戸
口
の
土
の
な
か
か
ら
私
を
探
せ
）

の
よ
う
に
訳
さ
れ
て
い
る
。
形
式
上
、
第
二
・
三
・
四
句
末
を
「
お
く
れ
」

と
同
一
語
で
統
一
す
る
よ
う
な
例
は
、
小
川
訳
に
比
べ
る
と
沢
訳
で
は
き

わ
め
て
少
な
い）

92
（

。
内
容
の
点
で
は
、
イ
ス
ラ
ム
の
信
仰
に
お
け
る
復
活
と

最
後
の
審
判
の
日
を
意
味
す
る
原
文
の
「
裁
き
の
日
」 rūz-e ḥashr

は
、

「
復
活
祭
」
と
訳
す
と
キ
リ
ス
ト
教
の
祭
日
（
イ
ー
ス
タ
ー
）
と
誤
解
さ
れ

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
む
し
ろ
小
川
訳
の
「
復
活
の
日
」
あ
た
り
が
適
当

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
「
土
」 khāk

に
は
確
か
に
「
埃
」
の
意
味
も
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
詩
人
の
死
骸
が
居
酒
屋
の
地
面
に
埋
ま
っ
て
い
る
と
い

う
含
意
が
あ
る
の
で
、
や
は
り
「
土
」
と
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か

し
、
小
川
訳
が
音
数
の
関
係
で
「
お
れ
を
待
て
」
と
し
て
い
た
箇
所
は
、

原
文
に
よ
り
忠
実
に
「
探
し
て
お
く
れ
」
と
な
っ
て
い
る
。「
読
経
」 talqīn

を
「
引
導
」
と
訳
す
先
例
は
、
す
で
に
足
利
惇あ
つ

氏う
じ

訳
に
見
ら
れ
た）

93
（

。

も
う
一
編
、
小
川
訳
の
訳
例
と
し
て
挙
げ
た
第
九
十
五
歌
に
対
応
す
る

沢
訳
第
百
六
歌
も
見
て
お
こ
う
。

生
涯
の
終
る
と
き
バ
グ
ダ
ー
ド
が
何
だ
バ
ル
フ
が
何
だ

さ
か
ず
き
が
満
た
さ
れ
た
ら
飲
め
、
甘
く
と
も
辛
く
と
も

お
れ
達
が
み
ん
な
行
っ
て
し
ま
っ
て
も
月
日
は
め
ぐ
る

月
の
終
り
か
ら
初
め
へ
、
初
め
か
ら
終
り
へ
と

chon ‘om
r ham

ī ravad che baghdād-o che balkh

peym
āne cho por shavad che shīrīn-o che talkh

m
ey khor ke pas-az m

an-ō to īn m
āh basī

az salkh be-ghorre āyad-az ghorre be salk

）
94
（h

（
命
が
尽
き
る
の
な
ら
、
バ
グ
ダ
ー
ド
で
も
バ
ル
フ
で
も
同
じ
こ
と
／

杯
が
満
た
さ
れ
る
な
ら
、
甘
く
て
も
苦
く
て
も
同
じ
こ
と
／
酒
を
飲

め
、
私
と
お
前
の
亡
き
あ
と
も
、
こ
の
月
は
い
つ
ま
で
も
／
晦
か
ら

朔
へ
、
朔
か
ら
晦
へ
と
巡
り
続
け
よ
う
）
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両
底
本
の
目
立
つ
違
い
は
三
行
目
で
、
小
川
訳
「
た
の
し
む
が
い
ゝ
」 khosh 

bāsh
が
沢
訳
で
は
「
飲
め
」 m

ey khor

と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
澤

は
こ
れ
を
原
文
二
行
目
と
繫
げ
て
「
満
た
さ
れ
た
ら
飲
め
」
と
構
文
を
変

え
、
小
川
訳
の
「
お
れ
と
君
と
」 m

an-o tō

を
「
お
れ
達
が
み
ん
な
」
と

一
括
、「
月
は
…
…
か
け
め
ぐ
る
」 māh . . . āyad

を
「
月
日
は
め
ぐ
る
」

と
訳
す
。
こ
こ
は
、
詩
人
が
相
手（
恋
人
な
い
し
友
人
）に
語
り
か
け
る
場
面

な
の
で
、「
お
れ
達
」
と
す
る
と
そ
の
親
密
さ
の
感
情
が
希
薄
に
な
り
、
人

間
全
般
を
念
頭
に
置
い
た
一
般
論
と
受
け
取
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
だ
ろ

う
。
ま
た
、
ヘ
ダ
ー
ヤ
ト
版
に
は
な
か
っ
た
「
こ
の

0

0

月
」 īn m
āh

と
い
う
指

示
形
容
詞
が
原
文
に
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
考
慮
す
る
と
、
お
そ
ら
く
二

人
は
月
を
眺
め
つ
つ
酒
を
酌
ん
で
お
り
、
具
体
的
に
目
の
前
の
月
が
大
空

を
何
度
も
巡
る
と
い
う
視
覚
的
印
象
が
喚
起
さ
れ
る
は
ず
な
の
で
、
単
純

に
「
月
日
」
と
抽
象
化
し
て
し
ま
う
の
は
訳
と
し
て
は
問
題
か
も
し
れ
な

い
。“salkh ” 

は
太
陰
暦
の
最
終
日
（
三
十
日
）、“gorre ” 
は
同
じ
く
太
陰
暦

の
第
一
日
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
か
ら
、「
月
の
終
り
か
ら
初
め
へ
、
初

め
か
ら
終
り
へ
と
」 az salkh be-ghorre . . . az ghorre be salkh
は
ま
さ

に
直
訳
で
あ
る
。
た
だ
、
前
行
の
「
月
日
」
と
い
う
訳
語
は
、
天
体
の
月
で

は
な
く
暦
の
月
の
印
象
を
読
者
に
与
え
か
ね
な
い
の
で
、
工
夫
が
欲
し
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
点
、
先
に
触
れ
た
通
り
、
小
川
訳
は
「
月
は
…
…
朔

を
か
け
め
ぐ
る
」
と
、天
体
の
「
月
」
の
映
像
も
保
存
し
つ
つ
「
朔

」

の
二
文
字
で
冗
長
さ
を
巧
み
に
回
避
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
詩
と
し
て
訳
す
と
い
う
意
識
は
な
い
ま
ま
、
原
詩
を
そ

の
ま
ま
直
訳
に
近
い
散
文
に
置
き
換
え
た
観
の
あ
る
沢
訳
は
、
全
体
と
し

て
個
性
や
特
徴
を
表
に
出
さ
な
い
、
お
と
な
し
い
訳
に
な
っ
て
い
る
と
評

す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
た
だ
問
題
な
の
は
、
誤
訳
が
き
わ
め
て
多

い
点
で
あ
る
。
例
え
ば
第
五
十
一
歌
は
次
の
よ
う
に
訳
さ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
誰
も
ば
ら

0

0

の
ほ
お

0

0

ま
で
届
い
た
者
は
な
い
が

そ
の
と
げ

0

0

は
心
に
届
く

く
し

0

0

の
歯
が
千
々
に
裂
け
ぬ
う
ち
に

美
し
い
人
の
巻
毛
に
触
れ
よ

dar dahr kas-ī be-gol-‘edhār-ī na-rasīd

tā bar del-ash-az zam
āne khār-ī na-rasīd

chon shāne ke tā sar-ash be-ṣad shākh na-shod

dast-ash be-sar-ē zolf-e negār-ī na-rasī

）
95
（d

（
こ
の
世
に
お
い
て
、
時
代
の
手
で
そ
の
心
に
棘
が
刺
さ
る
こ
と
な
し

に
は
／
誰
一
人
薔
薇
色
の
頰
の
美
女
に
達
し
え
た
者
は
い
な
い
／
頭

が
一
千
も
の
歯
に
裂
け
ぬ
う
ち
は
／
そ
の
手
が
美
女
の
巻
き
毛
の
先

に
届
か
な
い
櫛
と
同
じ
よ
う
に
）

み
を
達
す
る
た
め
に
は
多
く
の
苦
難
を
耐
え
忍
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う

教
え
を
、
詩
句
の
前
半
で
は
薔
薇（gol

）と
棘（khār

）の
比
喩
に
託
し
て
語

り
、
後
半
で
は
櫛
（shāne

）
を
頭
と
手
の
あ
る
人
間
に
見
立
て
た
上
で
、
そ

の
歯（shākh
）が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
ら
な
い
限
り
美
女
の
巻
き
毛（zolf

）を
梳

く
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
奇
想
を
展
開
す
る
。「
〜
す
る
限
り
」
を
意
味

す
る
接
続
詞 “tā ” 
の
前
後
に
否
定
詞“na ” 

を
配
置
し
て
「
〜
し
な
い
限
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り
…
な
い
」 「
〜
し
て
初
め
て
…
す
る
」
と
い
う
構
文
を
二
回
繰
り
返
し
て

い
る
が
、
何
故
か
訳
者
は
そ
れ
と
は
異
な
る
解
釈
を
し
て
い
る）

96
（

。

も
う
一
例
は
、
第
六
十
四
歌
の
後
半
で
あ
る
。

こ
の
貪
欲
と
困
窮
の
両
道
の
端
に

何
も
残
っ
て
い
な
い
、
お
前
は
も
ど
っ
て
来
な
か
っ
た

hān bar sar-e īn do-rāhe-yē āz-o niyāz
chīz-ī na-ghdhārī ke na-m

ī āyī bā

）
97
（z

（
気
を
つ
け
る
が
い
い
。
こ
の
貪
欲
と
窮
乏
の
分
岐
点
に
／
何
一
つ
残

す
な
、
そ
な
た
は
二
度
と
戻
っ
て
こ
な
い
の
だ
か
ら
）

“na-ghdhārī ”

（
残
す
な
）
と
い
うgodhāshtan
の
否
定
命
令
形
二
人
称
単

数
を
「
残
っ
て
い
な
い
」、“na-m

ī āyī ”

（
来
な
い
だ
ろ
う
）と
い
うām

adan

の
現
在
形
二
人
称
単
数
の
否
定
を
「
来
な
か
っ
た
」
と
過
去
形
に
訳
す
な

ど
、
単
純
な
誤
訳
が
眼
に
つ
く
。
こ
う
し
た
例
は
他
に
も
枚
挙
に
遑
が
な

い）
98
（

。沢
英
三
訳
は
『
世
界
名
詩
集
大
成
』
に
収
め
ら
れ
た
あ
と
、
他
の
書
物

に
再
録
さ
れ
た
り
、
独
立
し
た
形
で
刊
行
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
な
か
っ

た
た
め
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
読
者
を
持
つ
に
は
到
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
こ
の
点
は
小
川
亮
作
訳
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
ろ
う）

99
（

。

沢
英
三
訳
が
出
る
直
前
の
一
九
五
八
年
四
月
、
評
論
家
の
加
藤
周
一（
一

九
一
九
―
二
○
○
八
年
）
は
「「
世
界
文
學
全
集
」
に
つ
い
て
」
で
、「「
ル
バ

イ
ヤ
ッ
ト
」
は
、
英
國
の
一
般
讀
書
家
に
と
つ
て
世
界
文
學
の
古
典
で
あ

る
」
の
に
比
べ
、「
日
本
で
の
世
界
文
學（
マ
マ
）
で
の
常
識
」
は
そ
れ
と
異
な
っ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

現
代
日
本
の
文
學
的
世
界
地
圖
が
ア
ラ
ビ
ア
・
ペ
ル
シ
ャ
・
イ
ン
ド
の

古
典
を
抹
殺
し
て
西
歐
の
三
流
作
家
に
壓
倒
的
な
注
意
を
集
中
し
て
い

る
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
も
の
ゝ
感
じ
方
は
、「
ア
ジ
ア
の
一
國
と
し

て
の
日
本
」
の
立
場
と
は
全
く
無
關
係
に
文
學
の
感
じ
方
と
し
て
、
鈍

い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る）

100
（

。

と
批
判
し
て
い
た
。
吉
田
健
一
も
こ
れ
を
受
け
て
「
例
え
ば
カ
イ
ヤ
ム
の

「
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
」
の
よ
う
な
名
編
が
見
向
き
も
さ
れ
な
い
の
は
ど
う
い
う

訳
か）

101
（

」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
あ
と
一
九
六
四
年
八
月
、
筑
摩
書
房
の〈
世

界
文
学
大
系
〉第
68
巻
『
ア
ラ
ビ
ア
・
ペ
ル
シ
ア
集
』
に
黒
柳
恒
男（
一
九

二
五
―
二
○
一
四
年
）
が
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
テ
ヘ
ラ
ン
写
本
（
の
ち
に
偽

作
と
判
明
）と
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
版
に
基
づ
く
「
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
」
訳
二
百

九
十
六
首
を
発
表
、
そ
れ
に
続
い
て
い
く
つ
か
の
ペ
ル
シ
ア
語
原
典
訳
が

現
わ
れ
、
原
詩
の
全
貌
が
日
本
語
で
読
め
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、
ま

だ
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
る
こ
と
に
な
る
。

﹇
注
﹈

　

＊ 

本
文
に
お
け
る
引
用
文
中
の
小
字
に
よ
る
丸
括
弧
内
は
引
用
者
に
よ
る
補

足
、
並
字
の
丸
括
弧
内
は
原
文
自
体
の
注
記
で
あ
る
。
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＊ 

引
用
文
中
の
引
用
者
に
よ
る
ル
ビ
に
は
丸
括
弧
を
付
し
て
、
原
ル
ビ
と
区

別
し
た
。

　

＊ 

注
に
お
い
て
筆
者
の
旧
稿
「
明
治
日
本
の
『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』」 （『O

dys-

seus

』
第
二
十
号
、
二
○
一
六
年
三
月
、
一
― 

三
七
頁
）、「
大
正
日
本
の

『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』」 （『O

dysseus

』
第
二
十
一
号
、
二
○
一
七
年
三
月
、
一

― 
三
七
頁
）、「
大
正
日
本
の
『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 （
続
）」 （『O

dysseus

』
第

二
十
二
号
、
二
○
一
八
年
三
月
、
一
― 

四
七
頁
）
お
よ
び
「
昭
和
日
本
の

『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 （
続
）」 （『O

dysseus

』
第
二
十
四
号
、
二
○
二
○
年
三

月
、
一
― 

三
六
頁
）
に
言
及
す
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
明
治
日
本
」 「
大

正
日
本
」 「
大
正
日
本
（
続
）」 「
昭
和
日
本
（
続
）」
と
略
記
す
る

（
1
） 

旧
字
・
新
仮
名
遣
い
。
一
九
七
九
年
九
月
の
第
二
十
三
刷
改
版
よ
り
現

行
の
新
字
・
新
仮
名
遣
い
。
初
刊
の
刊
行
年
月
日
は
、
奥
付
に
よ
る
と
「
昭

和
二
十
三
年
十
二
月
三
十
日　

第
一
刷
發
行
」
で
、
岩
波
文
庫
編
集
部
編

『
岩
波
文
庫
総
目
録
』 （
一
九
八
七
年
七
月
）も
そ
れ
に
従
う
が
、
少
な
く
と

も
一
九
六
七
年
一
月
の
第
十
三
刷
以
降
の
奥
付
で
は
「
昭
和
二
四
年
一
月

一
五
日　

第
一
刷
発
行
」
と
な
っ
て
い
る
。
挿
絵
は
小
林
孔
。

（
2
） 

『
中
央
公
論
』
第
三
十
五
年
十
一
號
、
一
九
二
○
年
十
月
「
說
苑
」
一
― 

四
三
頁
。『
大
正
日
本
』 

一
二 

―
一
六
頁
。

（
3
） 

日
露
協
會
學
校
は
、
一
九
○
六
年
設
立
の
日
露
協
會
が
一
九
一
七
年
に

設
け
た
露
語
講
習
所
が
起
源
。
一
九
二
○
年
九
月
、
後
藤
新
平
を
創
立
委

員
長
と
し
て
ハ
ル
ビ
ン
に
日
露
協
會
學
校
設
立
（
二
二
年
に
在
外
指
定
専

門
學
校
同
等
と
認
定
）、
滿
洲
國
建
国
に
伴
い
三
三
年
に
哈
爾
濱
學
院
と
改

称
。
三
九
年
、
滿
洲
國
立
大
學
哈
爾
濱
學
院
と
な
り
、
四
五
年
ま
で
存
続
し

た
。『
日
露
協
會
學
校
一
覽
』 

一
九
二
三
年
三
月
、「
沿
革
」
三
―
六
頁
。

　
『
哈
爾
濱
学
院
史 

一
九
二
○
〜
一
九
四
五
』 （
一
九
八
七
年
六
月
、「
索

引
」
七
九
七
頁
、「
年
表
」
八
二
六
頁
）
に
は
、
小
川
は
一
九
三
○
年
四
月

入
学
、
三
三
年
三
月
卒
業
の
「
第
十
一
期
」
生
と
あ
る
が
、
一
九
四
○
年

三
月
に
同
学
院
入
学
、
四
三
年
十
二
月
に
繰
り
上
げ
卒
業
し
た
第
二
十
一

期
生
・
內
村
剛
介（
一
九
二
○
―
二
○
○
九
年
。
本
名
は
內
藤
操
）に
よ
る

と
、
実
際
は
二
九
年
に
入
学
、「
歌
手
加
藤
登
紀
子
の
父
幸
四
郎
と
同
年
で

入
学
し
て
い
な
が
ら
」 「
一
年
遅
れ
て
卒
業
」
し
た
と
い
う
。
内
村
剛
介

「﹇
一
篇
の
詩M

y Favorite Song

﹈露
都
ハ
ル
ビ
ン
の
ル
バ
イ
」 『
新
潮
』
第

九
十
八
巻
三
号
、
一
九
九
八
年
三
月
、
一
八
五
頁
。
の
ち
「
ハ
ル
ビ
ン
の
ル

バ
イ
」
と
し
て
、
同
『
見
る
べ
き
ほ
ど
の
こ
と
は
見
つ
』
恵
雅
堂
出
版
、

二
○
○
二
年
六
月
、
七
八
頁
。『
内
村
剛
介
著
作
集
』
第
一
巻
、
恵
雅
堂
出

版
、
二
○
○
八
年
八
月
、
五
○
七
―
○
八
頁
。

（
4
） 

こ
の
時
期
に
石
川
啄
木（
一
八
八
六 

―
一
九
一
二
年
）の
短
歌
三
百
首
、

詩
二
十
編
の
ロ
シ
ア
語
訳
を
完
成
さ
せ
、
近
く
出
版
の
予
定
と
の
報
道
が

あ
る
が
、
結
局
刊
行
は
さ
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。「
啄
木
の
詩
露
譯
も
完
成

―
小

川
書
記
生
一
年
の
苦
心
」 『
朝
日
新
聞
』 

一
九
三
六
年
九
月
三
日
、
第
七
面
。

（
5
） 

『
外
務
省
職
員
錄
』
昭
和
十
五
年
十
月
一
日
現
在
、
外
務
大
臣
官
房
人
事

課
、
二
五
頁
。『
外
務
省
職
員
錄
』 （
13
）、
昭
和
十
八
年
八
月
一
日
現
在
、
外

務
大
臣
官
房
人
事
課
、
一
四
頁
。

　

小
川
亮
作
の
個
人
史
に
つ
い
て
は
、
同
じ
県
立
村
上
高
等
学
校
の
同
窓

生
に
よ
る
以
下
の
諸
文
献
を
参
照
し
た
。
こ
れ
ら
に
は
、
岩
波
文
庫
版
『
ル

バ
イ
ヤ
ー
ト
』
の
挿
絵
画
家
で
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
会
員
で
あ
っ
た
小
林
孔（
一

九
二
七
―
二
○
○
六
年
）
に
よ
る
回
想
も
含
ま
れ
て
い
る
。

 

・ 

遠
藤
孝
夫
「
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
と
小
川
亮
作
（
上
・
中
・
下
）」 『
新
潟
日

報
』 

一
九
八
一
年
九
月
十
二
・
十
三
・
十
五
日
、
第
九
面
。

 

・ 

本
間
次
郎
『
ペ
ル
シ
ャ
の
華
』
近
代
文
芸
社
、
二
○
○
四
年
七
月
、
第

四
章
「
小
川
亮
作
と
「
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
」―
名
訳
へ
の
軌
跡
」、
第
五

章
「
小
川
亮
作
四
十
年
忌
に
寄
す
」。

テ
ヘ
ラ
ン
留
学
時
代
と
外
務
省
勤
務
時
代
の
小
川
の
面
影
は
、
そ
れ
ぞ
れ

以
下
の
文
献
に
印
象
的
な
回
想
が
あ
る
。

 
・ 

井
上
正
幸
編
『
わ
が
回
想
の
イ
ラ
ン

―
井
上
英
二
遺
稿
集
』
私
家
版
、

一
九
八
六
年
十
二
月
、
一
八
頁
（
テ
ヘ
ラ
ン
で
は
ロ
シ
ア
語
を
生
か
し

て
白
系
ロ
シ
ア
人
の
家
庭
に
下
宿
す
る
）、
一
二
八
―
二
九
頁（
帰
国
命

令
に
反
撥
し
て
、
飲
酒
の
末
に
下
宿
の
食
堂
を
荒
ら
し
た
逸
話
）。

 

・ 

前
嶋
信
次
『
ア
ラ
ビ
ア
学
へ
の
途

―
わ
が
人
生
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
』
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日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
八
二
年
六
月
、
三
七
―
三
九
頁
「『
ル
バ
イ

ヤ
ー
ト
』
の
訳
者
の
後
ろ
姿
」。「
戦
闘
帽
に
国
民
服
、
巻
脚
絆
と
い
う

姿
で
訪
ね
て
来
」
て
『
大
東
亞
民
話
集
』
へ
の
寄
稿
を
依
頼
さ
れ
た
と

い
う
逸
話
。

（
6
） 
澤
英
三
「
在
職
廿
七
年
間
の
回
顧
と
今
後
の
方
針
」 『
ア
ー
リ
ヤ
學
會
々

報
』
第
十
五
號
、
大
阪
外
國
語
大
學
印
度
語
學
部
、
一
九
四
九
年
六
月
、
五

頁
。

（
7
） 

「
序
」
に
「
本
調
書
は
當
課
勤
務
小
川
書
記
生
が
、
在
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

國
帝
國
公
使
館
に
在
勤
當
時
作
成
せ
る
も
の
な
る
が
、
ア
國
事
情
を
知
る

に
好
箇
の
資
料
と
認
め
ら
る
る
に
付
茲
に
之
を
上
梓
す
」
と
あ
る
。

（
8
） 

扉
に
「
本
調
書
ハ
當
課
屬
小
川
亮
作
ノ
作
成
に
係
ル
」
と
あ
る
。

（
9
） 

『
支
那
、
南
洋
及
印
度
の
囘
敎
徒
』
の
増
補
・
改
訂
版
。

（
10
） 

本
書
「
解
說
」
二
○
三
頁
に
よ
る
と
、
収
録
十
二
話
の
う
ち
七
話
を
小

川
が
担
当
。「
十
二
の
お
話
は
私
逹
二
人
が
、
イ
ラ
ン
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

で
き
い
た
昔
ば
な
し
の
う
ち
で
も
一
番
有
名
な
面
白
い
も
の
」
と
あ
る
が
、

実
際
に
イ
ラ
ン
人
か
ら
聞
き
取
っ
て
採
話
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
先
行
す

る
フ
ラ
ン
ス
語
訳
や
ロ
シ
ア
語
訳
の
説
話
集
（
そ
の
編
者
・
訳
者
名
や
標

題
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
）
に
よ
っ
た
の
か
は
不
明
。
川
崎
珪
一
も
小
川
の

あ
と
書
記
生
と
し
て
イ
ラ
ン
に
留
学
、
日
本
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
協
会
常

任
理
事
な
ど
を
務
め
た
。
遠
藤
孝
夫
「
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
と
小
川
亮
作（
下
）」。

　

な
お
小
川
訳
は
の
ち
、
柳
田
國
男
・
川
端
康
成
監
修
、
關
敬
吾
・
石
田

英
一
郞
共
編
『
世
界
の
昔
ば
な
し
』 （
河
出
書
房
、
一
九
五
○
年
七
月
、
八

七
―
九
五
頁
）、
同
監
修
、
關
敬
吾
・
石
田
英
一
郞
・
德
永
康
元
・
会
田
由

責
任
編
集
『
世
界
民
話
全
集
』
六（
近
東
篇
、
河
出
書
房
、
一
九
五
四
年
六

月
、
二
―
九
二
頁
）
に
も
収
録
さ
れ
た
。

（
11
） 

グ
リ
ボ
エ
ー
ド
フA

leksandr S. G
riboedov

（
一
七
九
五 

―
一
八
二
九

年
）
は
ロ
シ
ア
の
劇
作
家
・
外
交
官
。
ア
ラ
ビ
ア
語
や
ペ
ル
シ
ア
語
を
習

得
し
、
一
八
一
七
年
外
務
省
に
入
る
。
一
八
年
に
は
ロ
シ
ア
使
節
団
の
書

記
官
と
し
て
ペ
ル
シ
ア
に
赴
き
、
二
九
年
に
再
び
ペ
ル
シ
ア
に
赴
任
す
る

が
、
ロ
シ
ア
の
拡
張
政
策
に
反
対
す
る
群
衆
に
大
使
館
で
襲
わ
れ
て
死
亡
。

『
智
慧
の
悲
し
み
』 G

ore ot um
a

（
二
四
年
完
成
、
二
七
年
初
演
）
は
そ
の

代
表
作
。
著
者
の
ペ
ル
シ
ア
と
の
繫
が
り
が
、
小
川
を
し
て
こ
の
訳
を
な

さ
し
め
る
動
機
に
な
っ
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
。

（
12
） Ṣādeq H

edāyat,  Tarāne-hā-ye K
hayyām

, Tehran: A
m
īr K

abīr, 1934.

（
13
） 

ボ
ド
レ
ー
写
本
百
五
十
八
首
の
ヘ
ロ
ン
・
ア
レ
ン
校
訂
版
に
よ
る
全
訳

は
、
前
注
（
2
）
の
荒
木
茂
譯
に
よ
っ
て
、
ま
た
ニ
コ
ラ
版
・
ホ
ワ
イ
ン

フ
ィ
ー
ル
ド
版
は
そ
の
多
く
を
英
訳
し
た
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
版
に
基
づ
く
片

野
文
吉
訳（
開
文
館
、
一
九
一
四
年
三
月
）
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
が
り

な
り
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
た
。『
大
正
日
本
』
七 

―
一
六
頁
。
ヘ
ロ
ン
・
ア

レ
ン
校
訂
版
、
ニ
コ
ラ
版
、
ホ
ワ
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
版
の
書
誌
は
以
下
の

通
り
。

 

・ The Ruba’iyat of O
m

ar K
hayyām

, B
eing a Facsim

ile of the M
anu-

script in the B
odleian L

ibrary at O
xford, w

ith a Transcript into 

M
odern Persian C

haracters, T
ranslated, w

ith an Introduction and 

N
otes, and a B

ibliography, by E
dw

ard H
eron-A

llen, L
ondon: H

. S. 

N
ichols, 1898.

 

・ Les Q
uatrains de K

hèyam
, traduits du Persan par J. B

. N
icolas, 

Paris: L
’Im

prim
erie Im

périale, 1867.

 

・ The Q
uatrains of O

m
ar K

hayyám
, the Persian Text w

ith an E
nglish 

V
erse T

ranslation, by E
. H

. W
hinfi eld, L

ondon: T
rübner &

 C
o., 

1883; Second E
dition, C

orrected and E
nlarged, L

ondon: K
egan 

Paul, T
rench, T

rübner &
 C

o., L
im

ited, 1901.

な
お
小
川
が
岩
波
文
庫
版
「
解
說
」
に
お
い
て
、
全
百
四
十
三
歌
は
ヘ
ダ
ー

ヤ
ト
が
「
ボ
ー
ド
レ
イ
寫
本
中
か
ら
」
検
出
し
た
（
一
五
三
頁
、
改
版
一

六
六
頁
）
と
し
て
い
る
の
は
不
正
確
な
記
述
で
あ
ろ
う
。

（
14
） 
『
回
敎
圈
』
第
五
卷
十
一
號
、
一
九
四
一
年
十
一
月
、
八 

―
一
九
頁
、
五

九
頁
。
こ
の
概
説
は
、
の
ち
に
岩
波
文
庫
版
「
解
說
」
に
生
か
さ
れ
た
。

（
15
） 
『
回
敎
圈
』
第
八
卷
四
―
七
號
、
一
九
四
四
年
五
―
六
、
八
―
九
月
、
二

七
―
三
二
頁
、
三
七
―
四
一
頁
、
二
八
―
三
○
頁
、
三
二
―
三
四
頁
。

（
16
） 

『
回
敎
圈
』
第
八
卷
四
號
、
三
二
頁
。
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（
17
） Ṣādeq H

edāyat,  p. 74.

（
18
） 

二
六
頁
（
改
版
二
六
頁
）。

（
19
） 

「
解
說
」 

一
五
四
―
五
五
頁
（
改
版
一
六
七
頁
）。

（
20
） 
「
解
說
」 

一
四
九
頁（
改
版
一
六
○
頁
）。
元
の
図
式
に
あ
っ
た
ア
ク
セ
ン

ト
記
号
は
、
目
下
の
議
論
に
は
関
係
し
な
い
の
で
省
略
し
た
。
な
お
改
版

で
は
、
促
音
や
拗
音
に
捨
て
仮
名（
小
字
）を
用
い
る
方
式
に
置
き
換
え
ら

れ
て
い
る
。
本
稿
で
も
、
こ
れ
以
降
同
様
の
図
式
を
掲
げ
る
場
合
に
は
、
こ

の
方
式
に
倣
う
こ
と
と
す
る
。

（
21
） 

改
版
で
は
「
…
…
」
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
一
般
に
ペ
ル
シ
ア
詩

の
各
半
句
末
尾
の
詩
脚
の
最
後
の
音
節
は
い
わ
ゆ
る
「
ア
ン
ケ
プ
ス
」an-

ceps

で
、「
―
」
ま
た
は
「
― 
（
」
の
い
ず
れ
も
可
能
な
こ
と
が
前
提
さ

れ
て
い
る
た
め
、
通
常
は
「
―
」
で
代
替
す
る
。Finn T

hiesen, A
 M

anual 

of C
lassical Persian P

rosody, W
iesbaden: O

tto H
arrassow

itz, 1982, 

p. 18, §  41.

（
22
） 

こ
こ
で
は
「
聲
を
出
し
て
誦
し
て
見
る
」 （
一
四
九
頁
。
改
版
一
六
○
頁
）

こ
と
が
前
提
さ
れ
て
い
る
の
で
、
単
純
に
平
仮
名
表
記
し
た
と
き
の
文
字

数
で
は
な
く
、
音
声
学
上
の
「
モ
ー
ラ
」 m

ora

（
拍
）な
い
し
音
節
数
を
数

え
る
方
が
適
切
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
掲
出
の
例
の
「
21
・
20
・
19
・
21
」
と

い
う
文
字
数
は
、
モ
ー
ラ
で
は
「
20
・
19
・
19
・
21
」、
音
節
で
は
「
16
・

15
・
16
・
18
」
と
な
る
。

（
23
） 

「
解
說
」 

一
四
八
頁
（
改
版
一
五
九
頁
）。

（
24
） 

ア
ラ
ブ
詩
に
お
い
て
は
、
音
節
で
は
な
く
母
音
の
有
無
と
長
短
に
よ
る

韻
律
の
数
え
方
が
一
般
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、
欧
米
の
東
洋
学
者
は
こ
れ

を
機
械
的
に
音
節
に
置
き
換
え
て
考
え
る
。

（
25
） 

具
体
的
な
ル
バ
ー
イ
ー
の
韻
律
は
、
顫
調
八
詩
脚
（hazaj-e m

otham
-

m
an

）
の
変
形
で
、
伝
統
的
に
は
次
の
よ
う
に
表
示
さ
れ
る
。
第
一
・
第
三

詩
脚
に
二
種
類
、
第
二
詩
脚
に
三
種
類
、
第
四
詩
脚
は
二
種
類（
表
示
上
一

種
類
）
存
在
す
る
。
た
だ
し
、
前
掲
のFinn T

hiesen

は
こ
れ
と
異
な
る
分

析
を
試
み
て
い
る
。

（
26
） 

初
出
は
『
國
民
之
友
』
第
五
卷
五
十
八
號
、
一
八
八
九
年
八
月
、
夏
季

附
錄
「
藻
鹽
草
」。
の
ち
、
森
鷗
外
『
水
沫
集
』
春
陽
堂
、
一
八
九
二
年
七

月
、
附
錄
。

（
27
） 

小
堀
桂
一
郞
『
西
學
東
漸
の
門

―
森
鷗
外
硏
究
』
朝
日
出
版
社
、
一

九
七
六
年
十
月
、
五
三
―
八
○
頁
。
初
出
は
同
「『
於
母
影
』
の
詩
学
」『
比

較
文
學
硏
究
』
第
二
十
五
號
、
一
九
七
四
年
三
月
、
二
七
―
三
九
頁
。
例
え

ば
、
有
名
な
ゲ
ー
テJohann W

olfgang G
oethe

（
一
七
四
九 

―
一
八
三
二

年
）の
「
ミ
ニ
ヨ
ン
の
歌
」
は
、
原
詩
の
十
音
節
を
日
本
語
の
十
音（
モ
ー

ラ
）に
対
応
さ
せ
、「「
レ
モ
ン
」
の
木
は
花
さ
き
く
ら
き
林
の
中
に
」
の
よ

う
に
訳
さ
れ
て
い
る
。

（
28
） 

数
え
方
に
も
よ
る
が
、
全
百
四
十
三
首
の
四
行
詩
の
う
ち
で
、
四
行
中

二
行
の
末
尾
が
同
音
（
脚
韻
）
な
い
し
同
一
語
句
で
終
わ
る
の
は
五
十
二

首
（
三
七
％
）、
三
行
ま
た
は
四
行
の
末
尾
が
同
音
な
い
し
同
一
語
句
に

な
っ
て
い
る
の
は
五
十
七
首（
三
九
％
）で
、
全
体
の
ほ
ぼ
八
割
近
く
を
占

め
て
い
る
。
な
お
、「
で
な
い
」 「
で
な
い
」 「
な
さ
い
」 「
な
さ
い
」 （
第
九
十

四
歌
）
や
「
あ
り
」 「
な
い
」 「
あ
り
」 「
な
い
」 （
第
百
六
歌
）
の
よ
う
に
同

一
語
句
の
末
尾
が
二
組
揃
っ
て
い
る
場
合
は
、
便
宜
上
後
者
に
含
め
て
数

え
た
。

（
29
） 

七
七
頁
（
改
版
七
八
頁
）。「
荒
屋
」
の
ル
ビ
は
初
版
に
は
欠
け
て
い
る

が
、
改
版
に
よ
っ
て
補
っ
た
。

（
30
） H

edāyat , p. 100.

「
明
治
日
本
」 

一
一
頁
に
ボ
ド
レ
ー
写
本
第
百
四
十
九

番
か
ら
同
一
原
典
を
引
い
て
い
る
。

（
31
） 
一
詩
脚
が
長
音
節
換
算
三
つ
分
に
な
る
よ
う
な
長
音
節
（
―
）
と
短
音

節（
（
）の
排
列
は
十
三
通
り
存
在
す
る
が
、
こ
の
う
ち
「
（ 

― 

（ 

（ 

（
」

と
「
（ 
― 
（ 

―
」
の
み
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

（
32
） 

七
五
頁（
改
版
七
五
頁
）。「
朔

」
に
は
、
改
版
で
「
さ
く
ぼ
う
」
の
ル

― 

― 

（ 

（

― 
 

― 
 

―

― 

― 

（ 

（

― 

（ 

― 

（

― 
 

― 
 

―

― 

― 

（ 

（

― 
 

― 
 

―

―
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ビ
、「
バ
グ
ダ
ー
ド
」 「
バ
ル
ク
」
に
は
初
版
・
改
版
と
も
註
が
付
さ
れ
て

い
る
。「
朔
」 「
望
」
は
そ
れ
ぞ
れ
陰
暦
の
第
一
日
と
十
五
日
、
新
月
と
満
月

を
指
す
。「
朔
望
」
は
『
漢
書
』
以
来
の
中
国
の
歴
史
書
に
見
ら
れ
る
言
葉

で
、
こ
の
両
日
に
天
子
へ
の
拝
謁
が
行
な
わ
れ
た
。

（
33
） H

edāyat , p. 99.

「
明
治
日
本
」 

一
二
頁
に
ボ
ド
レ
ー
写
本
第
四
十
七
番

か
ら
ほ
ぼ
同
一
の
原
典
を
引
い
て
い
る
。

（
34
） 

『
回
敎
圈
』
第
八
卷
七
號
、
一
九
四
四
年
九
月
、
三
二
頁
。

（
35
） 

六
七
頁
（
改
版
六
七
頁
）。
改
版
で
は
「
湯
灌
」
に
「
ゆ
か
ん
」
の
ル
ビ

が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

（
36
） H

edāyat,  p. 93.

（
37
） 

以
下
に
例
示
す
る
。

 

・ 「
土
の
う
て
な
」↑「
土
の
宴
会
場
」 ṭarabkhāne-ye khāk

（
第
一
歌
）。

 

・ 「
格
別
變
化
が
あ
っ
た
か
」↑「
威
厳
も
栄
光
も
増
さ
な
か
っ
た
」 jāh-o 

jalāl-ash na-fzūd

（
第
三
歌
）。

 

・ 「
ま
た
の
世
に
地
獄
が
あ
る
」↑「
ハ
イ
ヤ
ー
ム
は
地
獄
に
堕
ち
る
」 khay-

yām
 . . . dūzakhī khāhad būd

（
第
六
歌
）。

 

・ 「
そ
の
み
な
も
と
を
つ
き
と
め
た
」↑「
こ
の
究
明
の
真
珠
に
穴
を
穿
っ

た
」īn gow

har-e taḥqīq be-soft

（
第
八
歌
）。

 

・ 「
心
し
て
見
れ
ば
」↑「
心
せ
よ
、
叡
智
の
糸
の
先
端
を
見
失
う
な
」 hān 

tā sar-e reshte-yē kherad gom
 na-konī

（
第
九
歌
）。

 

・ 「
早
や
燃
え
つ
き
て
し
ま
っ
た
」↑「
眠
り
込
ん
だ
」 dar khāb shodand

（
第
十
二
歌
）。

 

・ 「
知
慧
の
結
晶
を
も
と
め
て
は
」↑「
意
味
の
真
珠
に
穴
を
穿
っ
た
」 dorr-

e m
a‘nī softand

（
第
十
四
歌
）。

 

・ 「
こ
の
玉
の
緖
の
切
れ
目
」↑「
我
ら
が
人
生
の
存
在
の
縦
糸
に
対
す
る

横
糸
」 v-az tār-e vojūd-e ‘om

r-e m
ā pūd-ī

（
第
十
八
歌
）。

 

・ 「
何
で
も
心
の
ま
ま
に
な
る
自
由
な
宇
宙
」↑「
自
由
な
人
が
心
の
願
い

に
た
や
す
く
到
達
で
き
る
別
の
宇
宙
」 falak-ē degar . . . k-āzāde be-

kām
e-del rasīdī āsān

（
第
二
十
五
歌
）。

 

・ 「
わ
れ
も
君
も
、
人
の
掌て

の
中
の
蠟
に
似
て
、／
思
い
の
ま
ま
に
弄
ば
れ

る
ば
か
り
だ
」↑「
私
と
あ
な
た
の
事
柄
は
、
私
と
あ
な
た
の
思
い
通
り

に
／
自
分
自
身
の
手
で
さ
え
蠟
で
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
」 kār-ē m

an-
o tō chonān-ke ra’y-ē m

an-o to-st / az m
ūm

 be-dast-e khīsh ham
 

na-tvān kard

（
第
二
十
七
歌
）。

 

・ 「
追
い
立
て
る
の
に
な
ぜ
連
れ
て
來
た
の
か
？
」↑「
一
人
を
奪
い
去
る

と
別
の
一
人
を
連
れ
て
く
る
」 na-nhand be-jā tā na-robāyand degar

（
第
二
十
八
歌
）。

 

・ 「
酌
む
酒
の
苦
さ
を
知
っ
た
ら
」↑「
我
々
が
こ
の
世
で
何
を
苦
し
ん
で

い
る
の
か
知
っ
た
ら
」 agar be-dānand  ke m

ā  / az dahr che m
ī-kashīm

（
同
右
）。

 

・ 「
地
軸
よ
、
地
軸
よ
」↑「
お
お
大
地
よ
」 vey khāk

（
第
三
十
九
歌
）。

 

・ 「
一
匹
の
蠅

―
風
と
と
も
に
來
て
風
と
と
も
に
去
る
」↑「
一
匹
の
蠅

が
現
わ
れ
て
は
消
え
る
」ām

ad m
agas-ī padīd-o nā-peydā shod

（
第

四
十
一
歌
）。

 

・ 「
形
よ
い
掌て

」↑「
形
よ
い
頭
や
脚
や
掌
」 sar-o sāq-e nāzanīn-ō kaf-e 

dast

（
第
四
十
四
歌
）。

 

・ 「
道
學
者
の
言
う
こ
と
な
ど
に
耳
を
傾
け
る
も
の
で
な
い
」↑「
賢
者
が

信
じ
な
い
事
柄
を
信
ず
る
な
」 ma-grāy be-dān ke ‘āqelān na-grā-

yand

（
第
四
十
五
歌
）。

 

・ 「
こ
の
野
邊
を
」↑「
そ
な
た
の
よ
う
に
」 cho tō

（
同
右
）。

 

・ 「
摘
む
べ
き
花
は
早
く
摘
む
が
よ
い
、
身
を
摘
ま
れ
ぬ
う
ち
に
」↑「
自
分

自
身
の
分
け
前
を
奪
う
が
い
い
、
そ
な
た
の
身
も
奪
わ
れ
る
の
だ
か
ら
」

be-rbāy naṣīb-e khīsh ke-t be-rbāyand

（
同
右
）。

 

・ 「
こ
の
は
た
ご
や
に
」↑「
こ
の
分
岐
点
に
」 bar sar-e īn do-rāhe

（
第
四

十
六
歌
）。

 
・ 「
わ
れ
ら
の
骨
が
朽
ち
た
こ
ろ
」↑「
他
人
の
墓
の
煉
瓦
の
た
め
に
」 ze 

barāye khesht-e gūr-ē degarān

（
第
五
十
七
歌
）。

 

・ 「
お
前
も
そ
ん
な
に
さ
れ
る
の
だ
！
」↑「
私
も
お
前
の
よ
う
だ
っ
た
、
お

前
も
ま
た
私
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
」 man chon to bodam

 to nīz chon 
m

an bāshī
（
第
六
十
七
歌
）。
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jāy-and na-pāyand kas-ī  / v-ān-hā ke shodand kas na-m
ī-āyad bāz

（
第
百
十
五
歌
）。

 

・ 「
わ
が
心
の
偶
像
」↑「
幸
運
な
美
女
」ṣanam

-ē farrokh pey

（
第
百
十

六
歌
）。

 

・ 「
千
萬
」↑「
数
十
万
」ṣad hazārān

（
同
右
）。

 

・ 「
恥
や
外
聞
の
醜
い
殼
」↑「
名
誉
と
名
声
の
こ
の
グ
ラ
ス
」 v-īn shīshe-

ye nām
-o nang

（
第
百
十
七
歌
）。

 

・ 「
世
の
煩
い
も
天
國
の
の
ぞ
み
も
よ
そ
に
」↑「
モ
ス
ク
を
気
に
せ
ず
天

国
か
ら
も
自
由
に
」āsūde ze m

asjed-and-o fāregh ze behesht

（
第
百

十
九
歌
）。

 

・ 「
遠
慮
せ
ば
」↑「
そ
な
た
が
眺
め
て
い
る
ま
に
」 tā  dar negarī

（
第
百
二

十
一
歌
）。

 

・ 「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
乙
女
の
」↑「
機
会
が
あ
れ
ば
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
頰

の
乙
女
と
」 bā lāle rokhī agar to-rā forṣat hast

（
第
百
二
十
二
歌
）。

 

・ 「
ど
う
せ
い
つ
か
は
」↑「
突
然
」 nāgāh

（
同
右
）。

 

・ 「
君
の
番
が
來
る
の
は
い
つ
か
判
ら
ぬ
ぞ
」↑「
君
自
身
の
番
は
他
人
か

ら
回
っ
て
こ
な
い
だ
ろ
う
」 now

bat be-to khod na-yām
adī az degarān

（
第
百
二
十
四
歌
）。

 

・ 「
人
に
は
も
っ
た
い
な
い
」↑「
人
を
恥
じ
る
」 az kas-ī dārad nang

（
第

百
二
十
七
歌
）。

 

・ 「
銀
露
」↑「
水
銀
」 sīm

āb

（
第
百
三
十
二
歌
）。

 

・ 「
物
に
く
ら
ん
だ
目
を
さ
ま
せ
！
」↑「
気
を
つ
け
ろ
、
幸
運
の
覚
醒
は
夢

だ
か
ら
」 hosh dār ke bīdāri-ye dow

lat khāb-ast

（
同
右
）。

 

・ 「
君
も
浮
か
れ
る
」↑「
友
も
酔
う
」 yārān sar m

ast

（
第
百
三
十
三
歌
）。

（
38
） 

二
五
頁（
改
版
二
五
頁
）。
改
版
で
は 「
好
」 

に 「
よ
し
み
」 

の
ル
ビ
が
追

加
さ
れ
て
い
る
。

（
39
） 

H
edāyat, p. 74.

（
40
） 
七
六
頁（
改
版
七
六
頁
）。
改
版
で
は 「
齢
」 （
新
字
体
） 

に 「
よ
わ
い
」
の

ル
ビ
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

（
41
） 

H
edāyat, p. 100.

 

・ 「
昨
日
」↑「
一
昨
日
」 parīr

（
第
六
十
九
歌
）。

 

・ 「
こ
じ
き
の
足
も
」↑「
こ
じ
き
の
手
も
」 az dast-e gedāy

（
第
七
十
一

歌
）。

 
・ 「
壺
の
首
と
足
」↑「
把
手
と
首
」 daste-o sar

（
同
右
）。

 
・ 「
千
も
二
千
も
の
土か

わ

器ら
け

が
な
ら
べ
て
あ
っ
た
よ
」 

↑ 「
二
千
も
の
壺
が

喋
っ
た
り
黙
っ
た
り
す
る
の
を
私
は
見
た
」 dīdam

 do hazār kūze 
gūyā-vo kham

ūsh

（
第
七
十
三
歌
）。

 

・ 「
形
見
」↑「
持
参
金
」 「
婚
資
」 kābīn

（
第
七
十
五
歌
）。

 

・ 「
あ
の
酒
壺
」↑「
一
マ
ン
の
酒
盃
の
酒
」 mey-e jām

-e yek-m
an-ī

（
第
七

十
七
歌
）。
＊「
マ
ン
」 man

は
重
量
単
位
。

 

・ 「
そ
こ
ば
く
の
酒
」↑「
二
つ
の
酒
杯
」 do jām

-e m
ey

（
同
右
）

 

・ 「
束き

ず
な縛

を
解
き
放
っ
て
」↑「
三
回
離
婚
宣
言
を
し
て
」 se ṭalāq . . . khā- 

ham
 dād

（
同
右
）。

 

・ 「
白
骨
が
土
と
化
し
た
ら
」↑「
わ
が
あ
り
さ
ま
を
人
々
の
教
訓
と
せ
よ
」

aḥvāl-e m
a-rā ‘ebrat-e m

ardom
 sāzīd

（
第
七
十
八
歌
）。

 

・ 「
氣
で
も
觸
れ
た
か
」↑「
お
前
は
酔
っ
て
い
る
」 mast-ī

（
第
八
十
六
歌
）。

 

・ 「
違
っ
た
人
と
な
ぜ
交
る
か
？
」↑「
他
人
の
罠
に
捕
ら
わ
れ
る
」 be-dām

-
ē degar-ī pā bastī

（
同
右
）。

 

・ 「
お
れ
は
天
國
の
住
人
な
の
か
、
そ
れ
と
も
／
地
獄
に
落
ち
る
身
な
の

か
」↑「
私
を
創
っ
た
あ
の
方
が
／
私
を
天
国
の
住
人
に
す
る
の
か
、
そ

れ
と
も
醜
い
地
獄
の
住
人
に
す
る
の
か
」 ma-rā ān-ke seresht / az ahl-e 

behesht kard yā dūzakh-e zesht

（
第
九
十
二
歌
）。

 

・ 「
い
つ
ま
で
舊
慣
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
の
か
、
賢
者
よ
？
」↑「
い
つ
ま
で

私
は
新
旧
を

み
、恐
れ
よ
う
か
」 tā key ze qadīm

-o m
oḥdath-om

-
m
īd-am

-o bīm

（
第
九
十
三
歌
）。

 

・ 「
寄
る
年
の
憂
い
の
波
に
さ
ら
わ
れ
て
し
ま
っ
た
」↑「
わ
が
憂
い
は
有

名
に
な
っ
た
」 gham

-e m
an boland āvāz shode-st

（
第
九
十
七
歌
）。

 

・ 「
相
宿
の
客
は
一
人
も
目
が
さ
め
ぬ
よ
う
／
立
ち
去
っ
た
客
も
か
え
っ

て
來
ぬ
よ
う
に
！
」↑「
こ
こ
に
い
る
者
た
ち
は
誰
一
人
長
く
は
と
ど
ま

ら
ず
／
立
ち
去
っ
た
者
は
誰
一
人
戻
っ
て
こ
な
い
か
ら
」 k-ān-hā ke be-
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（
42
） 

九
○
頁
（
改
版
九
二
頁
）。

（
43
） 

H
edāyat, p. 104.

（
44
） 

第
三
十
二
歌
＝
三
四
頁（
改
版
三
四
頁
）。H

edāyat, p. 77. 

第
百
三
十
一

歌
＝
九
八
頁（
改
版
一
○
○
頁
）。H

edāyat, p. 109. 

他
の
類
例
を
挙
げ
る
。

 
・ 「
か
れ
も
ま
た
わ
れ
ら
と
あ
わ
れ
は
同
じ
」↑「
か
れ
は
そ
な
た
よ
り
千

倍
も
あ
わ
れ
」 az to hazār bār bīchāre-tar-st

（
第
三
十
四
歌
）。

 

・ 「
あ
ゝ
、
そ
の
む
か
し
帝
王
が
出
御
の
玉
座
」↑「
王
た
ち
が
平
身
低
頭
し

た
謁
見
殿
」 bar dargah-e ū shahān nehādandī rū

（
第
五
十
六
歌
）。

（
45
） 

二
四
頁（
改
版
二
四
頁
）。改
版
は 「
り
ん
ね
」 「
わ
」 の
ル
ビ
を
追
加
。H

e-

dāyat, p. 73.

（
46
） 

七
三
頁
（
改
版
七
三
頁
）。
改
版
は 「
れ
ん
ご
く
」 

の
ル
ビ
を
追
加
。H

e-

dāyat, p. 98.

（
47
） 

岩
波
文
庫
編
集
部
編
『
岩
波
文
庫
総
目
録
』 

ⅳ
頁
に
よ
る
と
、
一
九
五

○
年
一
月
に
★
一
つ
三
十
円
、
以
後
少
し
ず
つ
引
き
上
げ
ら
れ
、
一
九
七
三

年
十
月
に
は
★
一
つ
七
十
円
に
な
っ
た
。

（
48
） 

例
え
ば
、
東
京
タ
イ
ム
ズ
社
社
長
を
務
め
た
岡
村
二に

一い
ち

氏
（
一
九
○
一

―
七
八
年
）
は
こ
の
「
一
冊
の
小
さ
い
本
を
贈
ら
れ
」 「
こ
の
本
の
と
り
こ

0

0

0

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
述
べ
、
さ
ま
ざ
ま
な
訳
書
が
あ
る
な
か
で
「
欲

を
い
え
ば
き
り
は
な
い
が
、
私
は
こ
の
訳
本
が
い
ち
ば
ん
す
ぐ
れ
て
い
る

と
思
う
」
と
評
価
す
る
。「﹇
一
冊
の
本
142
﹈
救
い
の
道
を
見
出
す

―
格

調
高
い
ペ
シ
ミ
ズ
ム
」 『
朝
日
新
聞
』 

一
九
六
三
年
十
一
月
十
七
日
、
第
十

八
面
。
の
ち
朝
日
新
聞
東
京
本
社
学
芸
部
編
『
一
冊
の
本
』
雪
華
社
、
一

九
六
七
年
九
月
、
三
三
五
―
三
七
頁
。

（
49
） 

例
え
ば
戦
後
に
新
設
さ
れ
た
高
等
学
校
社
会
科
の 「
世
界
史
」 

教
科
書

の
一
つ
、
江
口
朴
郎
『
世
界
史
A
』 （
秀
英
出
版
、
一
九
六
三
年
四
月
文
部

省
検
定
済
、
一
九
六
四
年
三
月
発
行
）
に
は
、「
十
世
紀
以
後
、
西
ア
ジ
ア

に
は
イ
ラ
ン
ふ
う
の
イ
ス
ラ
ム
文
化
が
成
長
し
た
。
フ
ィ
ル
ド
ゥ
ー
シ
ー

（
九
二
○
〜
一
○
二
五
？
）
が
イ
ラ
ン
民
族
の
伝
統
的
歴
史
を
大
叙
事
詩

「
王シ

ヤ
ー
ナ
ー
マ

の
書
」
に
ま
と
め
た
の
を
は
じ
め
、
オ
マ
ル
＝
ハ
イ
ヤ
ー
ム
（
一
○
四

○
？
〜
一
一
二
三
）・
サ
ア
ジ
ー（
？
〜
一
二
九
一
）
ら
の
ペ
ル
シ
ア
語
詩

人
が
輩
出
し
、
ペ
ル
シ
ア
語
の
歴
史
が
書
か
れ
た
」 （
第
一
部
「
近
代
以
前

の
世
界
」、
第
三
章
「
イ
ス
ラ
ム
世
界
の
形
成
と
展
開
」
イ
ラ
ン
文
化
と
ア

ラ
ブ
文
化
。
原
文
は
横
組
み
で
算
用
数
字
使
用
）と
あ
る
本
文
に
対
し
、
江

口
朴
郎
『
世
界
史
A
教
授
資
料
』 （
秀
英
出
版
、
一
九
六
四
年
六
月
、
六
一

頁
）
は
次
の
よ
う
な
解
説
を
加
え
る
。

48
．
オ
マ
ル
＝
ハ
イ
ヤ
ー
ム
「
墓
の
中
か
ら
酒
の
香
が
立
ち
上
る
ほ
ど
、

そ
し
て
墓
場
へ
や
っ
て
く
る
酒
飲
み
も
、
そ
の
香
に
酔
い
し
れ
て
倒

れ
る
ほ
ど
、
あ
あ
そ
ん
な
に
も
酒
を
飲
み
た
い
も
の
！
」
と
い
っ
た

酒
や
恋
に
人
世
の
楽
し
み
を
み
い
だ
そ
う
と
し
た
歌
は
、
大
伴
旅
人

の
「
酒
を
讃
む
る
歌
」
を
連
想
さ
せ
て
お
も
し
ろ
い
。

こ
の
引
用
は
小
川
亮
作
訳
、
第
八
十
番
か
ら（
一
部
改
変
し
て
）な
さ
れ
て

い
る
。
筆
者
は
、
本
『
教
授
資
料
』
執
筆
協
力
者
の
一
人
で
、
当
時
都
立
深

川
高
等
学
校
で
社
会
科
を
担
当
し
て
い
た
三
木
亘
氏
（
一
九
二
五
―
二
○

一
六
年
）
で
あ
ろ
う
。

（
50
） 

例
え
ば
、
吉
田
健
一 「
一
本
の
酒
」 （
初
出
は 『
熊
本
日
日
新
聞
』 

一
九
五

七
年
四
月
二
十
三
日
夕
刊
、
第
一
面
﹇
甘
酸
つ
ぱ
い
味
38
﹈。
の
ち
、
一
部

改
変
し
、
旧
漢
字
新
仮
名
遣
い
で 『
甘
酸
っ
ぱ
い
味
』
新
潮
社
、
一
九
五
七

年
八
月
、
一
○
二
頁
。
さ
ら
に
新
漢
字
旧
仮
名
遣
い
に
改
め
て
『
吉
田
健

一
集
成
』 

6
〔
随
筆
Ⅱ
〕、
新
潮
社
、
一
九
九
四
年
二
月
、
七
八
頁
）
で
は
、

荒
野
に
ゐ
て
も
、
一
塊
の
パ
ン
と
一
瓶
の
水
が
あ
り
、
そ
し
て
お
前
が

傍
で
歌
つ
て
ゐ
て
く
れ
れ
ば
、
自
分
は
そ
れ
以
上
に
何
も

ま
な
い
と

い
ふ
意
味
の
句
が
出
て
来
る
。
我
々
な
ら
ば
そ
れ
を
読
ん
で
直
ぐ
に
、

顔
回
の
一
簞
の
食
と
一
瓢
の
飲
の
こ
と
が
頭
に
浮
ぶ
。

と
記
し
、「
邯
鄲
〔3〕
」 （『
あ
ま
カ
ラ
』
第
百
二
十
六
号
、
一
九
六
二
年
二
月
、

四
四
頁
。
の
ち
、『
残
光
』
中
央
公
論
社
、
一
九
六
三
年
七
月
、
一
八
一
頁
。

『
吉
田
健
一
集
成
』 

8
〔
短
篇
小
説
〕、
新
潮
社
、
一
九
九
三
年
十
月
、
一
九
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三
―
九
四
頁
。
各
表
記
に
異
同
あ
り
）に
も
、「
カ
イ
ヤ
ム
の
「
ル
バ
イ
ヤ
ッ

ト
」
で
は
パ
ン
と
水
、
そ
れ
か
ら
女
が
一
人
に
本
が
一
冊
と
い
ふ
こ
と
に

な
つ
て
ゐ
た
の
を
思
ひ
出
し
た
」
と
あ
る
。

（
51
） 
吉
田
健
一 「﹇
わ
が
グ
ル
ー
プ
﹈最
後
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス

―
鉢
の
木
会
」 

『
東
京
新
聞
』 

一
九
五
五
年
四
月
十
六
日
、
第
八
面﹇
文
化
﹈。
の
ち
、『
吉
田

健
一
集
成
』 

5（
随
筆
Ⅰ
）、
新
潮
社
、
一
九
九
四
年
一
月
、
二
三
七
頁
。
後

者
で
は
旧
仮
名
遣
い
を
使
用
す
る
な
ど
、
表
記
に
異
同
あ
り
。

（
52
） 

六
六
頁
。
の
ち
、『
定
本
佐
藤
春
夫
全
集
』
第
25
巻（
評
論
・
随
筆
7
）、

臨
川
書
店
、
二
○
○
○
年
六
月
、
一
六
四
頁
。

（
53
） 

六
七
―
六
八
頁
。『
全
集
』 一
六
四
頁（「
篇
」 

は
異
体
字 「
篇
」 

を
使
用
）。

「
将
進
酒
」 

は 「
酒
を
将さ

さ

げ
進
む
」 

ま
た
は 「
将ま

さ

に
酒
を
進
め
ん
と
す
」
を

意
味
す
る
、
飲
酒
の
楽
し
み
を
歌
っ
た
詩
。
も
と
も
と
鐃ど

う

歌か

と
呼
ば
れ
る

漢
代
の
軍
楽
の
歌
曲
名
で
、
唐
代
以
降
に
楽が

府ふ

題
の
一
つ
と
な
っ
た
。
李

白
や
李
賀
の
作
品
が
有
名
。

（
54
） 

六
九
頁
。『
全
集
』 

一
六
五
頁
。

（
55
） 

六
四
頁
。『
全
集
』 

一
六
三
頁
（「
編
」 

は
新
字
体 「
編
」 

を
使
用
）。

（
56
） 

「
解
說
」 

一
五
四
頁
（
改
版
一
六
六
頁
）。

（
57
） 

内
村
剛
介
「﹇
わ
た
し
の
一
冊
の
本
﹈オ
マ
ル
・
ハ
イ
ヤ
ー
ム
著
『
ル
バ

イ
ヤ
ー
ト
』」 『
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
』
第
八
十
二
号
、
一
九
七
一
年
六
月
、
三

八
頁
。
の
ち
、
同
『
愚
図
の
系
譜
』
白
馬
書
房
、
一
九
七
三
年
二
月
、
四
二

○
頁
。「
テ
ヘ
ラ
ン
の
『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』」
と
し
て
『
内
村
剛
介
著
作
集
』

第
一
巻
、
五
○
四
頁
。

（
58
） 

注（
3
）で
前
出
の
内
村
剛
介
「﹇
一
篇
の
詩M

y Favorite Song

﹈露
都

ハ
ル
ビ
ン
の
ル
バ
イ
」 

一
八
五
頁
。
の
ち
「
ハ
ル
ビ
ン
の
ル
バ
イ
」
と
し

て
同
『
見
る
べ
き
ほ
ど
の
こ
と
は
見
つ
』
七
七
―
七
八
頁
。『
内
村
剛
介
著

作
集
』
第
一
巻
、
五
○
七
頁
。
再
録
で
は
、「（
傍
点
内
村
）」
は
削
除
さ
れ

て
い
る
。

（
59
） 

安
藤
孝
行
『
唱
和
の
遊
び
』
三
九
頁
。

（
60
） 

普
及
版
は
北
村ひ
と
し挿
絵
、
丘
書
房
、
一
九
八
○
年
六
月
。
第
二
刷
、
白
雲

山
房
、
一
九
八
一
年
七
月
。
豪
華
版
は
下
村
良
之
介
銅
版
画
、
白
雲
山
房
、

一
九
八
一
年
十
月
。
初
出
は
お
ま
あ
る　

は
い
あ
あ
む
／
安
藤
孝
行
訳
「
歌

集　

る
ば
い
あ
あ
と
」
と
し
て
『
水
甕
』
第
六
十
二
巻
一
号
（
新
年
研
究

特
集
号
）、
一
九
七
五
年
一
月
、
四
七
―
五
三
頁
。
初
出
と
普
及
版
・
豪
華

版
で
は
表
記
等
に
か
な
り
の
異
同
が
あ
る
。

（
61
） 

「
歌
集　

る
ば
い
あ
あ
と
」
後
記
、
五
三
頁
。

（
62
） 

普
及
版
「
あ
と
が
き
」
二
一
頁
。
豪
華
版
附
属
小
冊
子
『
る
ば
い
や
あ

と　

あ
と
が
き
』
二
六
頁
。

（
63
） 

沢
英
三
訳
「
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
」 『
世
界
名
詩
集
大
成
』 

18（
東
洋
篇
）、
平

凡
社
、
一
九
六
○
年
五
月
、
三
四
五
―
五
七
頁
。

（
64
） 

高
橋
明
「
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
語
学
科
」 『
大
阪
外
国
語
大
学
70
年

史
』
同
編
集
委
員
会
編
集
、
同
刊
行
会
発
行
、
一
九
九
二
年
十
一
月
、
二
九

○
―
九
八
頁
。
澤
英
三
「
在
職
廿
七
年
間
の
回
顧
と
今
後
の
方
針
」。

（
65
） 

ペ
ル
シ
ア
文
字
に
よ
る
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
の
文
法
書
。
澤
「
在
職
廿
七
年

の
回
顧
と
今
後
の
方
針
」
九
―
一
○
頁
に
よ
れ
ば
、
文
部
省
の
支
援
を
得

て
、
本
書
の
た
め
に
ペ
ル
シ
ア
語
活
字
の
作
成
に
澤
自
身
が
携
わ
り
、
夏

休
み
に
上
京
し
て
神
田
橋
の
三
秀
舍
印
刷
工
場
で
工
員
に
混
じ
っ
て
「
惡

い
活
字
の
取
替
作
業
に
從
事
」、「
著
者
自
ら
工
場
入
り
を
し
て
働
く
」
の

は
前
代
未
聞
の
こ
と
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

（
66
） 

ペ
ル
シ
ア
文
字
に
続
い
て
梵
字
（
ヒ
ン
デ
ィ
ー
文
字
＝
デ
ー
ヴ
ァ
ナ
ー

ガ
リ
ー
文
字
）
の
活
字
を
大
阪
の
天
業
社
社
主
・
出
間
照
久
氏
に
作
成
し

て
も
ら
い
、
最
初
に
使
用
し
た
書
籍
と
い
う
。
書
籍
は
戦
争
時
の
空
襲
で

焼
失
。

（
67
） 

デ
ー
ヴ
ァ
ナ
ー
ガ
リ
ー
文
字
に
よ
る
「
ヒ
ン
デ
ィ
ー
を
本
体
、
ウ
ル

ド
ゥ
ー
を
従
属
的
」
に
し
た
文
法
書
。

（
68
） 

著
者
名
は
「
沢
英
三
」
と
新
字
体
使
用
。

（
69
） 

ペ
ル
シ
ア
文
字
・
デ
ー
ヴ
ァ
ナ
ー
ガ
リ
ー
文
字
の
代
わ
り
に
ロ
ー
マ
字

使
用
。

（
70
） 
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
の
文
法
書
。

（
71
） 

澤
英
三
譯
『
ゴ
レ
ス
タ
ー
ン
』 「
ま
え
が
き
」
三
頁
。

（
72
） 

澤
「
在
職
廿
七
年
間
の
回
顧
と
今
後
の
方
針
」
五
―
六
頁
。
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（
73
） 

井
上
正
幸
編
『
わ
が
回
想
の
イ
ラ
ン
』
三
三
頁
。

（
74
） 

陳
舜
臣
『
道
半
ば
』
集
英
社
、
二
○
○
三
年
九
月
、
八
三
―
八
四
頁
。
初

出
は
、
同
「
道
半
ば

―
自
伝
」
第
八
回（
戦
い
は
じ
ま
る
）、『
陳
舜
臣
中

国
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
』 

22（
中
国
五
千
年
）「
月
報
」 

8
、
集
英
社
、
一
九
九
九

年
十
二
月
、
九
頁
。

 

　

陳
舜
臣
が
一
九
四
三
年
九
月
、
大
阪
外
國
語
學
校
を
繰
り
上
げ
卒
業
し
、

同
校
の
西
南
亞
細
亞
語
硏
究
所
助
手
に
な
っ
た
頃
か
ら 「
ペ
ル
シ
ャ
語
を

熱
心
に
勉
強
し
た
」 

の
も 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

を
読
む
た
め
で
あ
っ
た
と
い

う
。『
陳
舜
臣
中
国
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
』 

30
（
桃
源
郷
）、
集
英
社
、
二
○
○
一

年
十
月
、
七
五
四
頁 「
年
譜
」。
当
時
か
ら
始
め
て
い
た
ら
し
い
日
本
語
訳

は 「
筐き

よ
う
て
い底に

秘
し
て
、
青
春
の
日
の
思
い
出
と
し
て
封
じ
こ
め
る
べ
き
だ

思
っ
」 

て
い
た
が
、
の
ち
に
偶
然
の
こ
と
で
刊
行
に
至
っ
た
。
陳
舜
臣 『
ル

バ
イ
ヤ
ー
ト
』
集
英
社
、
二
○
○
四
年
二
月
、
九
頁
。

 

　

陳
と 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

を
含
む
イ
ス
ラ
ム
世
界
と
の
関
連
に
つ
い
て

は
、
福
田
義
昭 「
昭
和
期
の
日
本
文
学
に
お
け
る
在
日
ム
ス
リ
ム
の
表
象

（
3
）―
神
戸
篇
（
後
篇
）
陳
舜
臣
」 『
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
年
報
』

第
五
十
二
号
、
二
○
一
八
年
二
月
、
一
―
二
二
頁
（
の
ち
、
同 『
昭
和
文
学

の
な
か
の
在
日
ム
ス
リ
ム
』 

東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
、
二
○
二
○

年
二
月
、
四
五
―
六
○
頁
）
に
詳
し
い
。

（
75
） 

沢
英
三
「
解
説
」 『
世
界
名
詩
集
大
成
』 

18（
東
洋
篇
）、
二
一
頁
。「
回
教

暦
」
と
あ
る
の
は
「
イ
ラ
ン
太
陽
暦
」
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。
原
典
はRobā-

‘īyāt-e Ḥ
akīm

 ‘O
m

ar-e K
hayyām

, Tehran: K
etābkhāne-ye Ferdow

sī, 
1306

（
大
阪
大
学
外
国
語
図
書
館
蔵
書
）。
刊
行
年
月
日
は
、
表
紙
に
は
一

三
○
六
年
テ
ィ
ー
ル（
四
）月
十
四
日
、
扉
に
は
一
三
○
五
年
エ
ス
フ
ァ
ン

ド
（
十
二
）
月
十
四
日
と
あ
る
。
以
下
、
本
稿
で
は
「
テ
ヘ
ラ
ン
版
」
と
略

記
す
る
。

（
76
） 

沢
英
三
「
解
説
」
二
一
頁
。﹇　

﹈
内
は
引
用
者
に
よ
る
補
い
。
原
典
は

The Rubâ‘îyât of ‘U
m

ar-i-K
hayyâm

, Persian Text Edited from
 a 

M
anuscript D

ated 911 A
.H

.

（1605 A
.D

.

）in the C
ollection of Profes-

sor S. N
ajîb A

shraf N
advî, w

ith a Facsim
ile of the M

anuscript by M
. 

M
ahfuz-ul-H

aq, C
alcutta: The A

siatic Society, 1939.  

収
録
歌
数
は
「
二

七
一
連
句
」
と
あ
る
が
、
実
際
は
二
百
六
首
で
、
そ
の
ほ
か
に
パ
ト
ナ
の

（
現
フ
ダ
ー
・
バ
フ
シ
ュ
）
東
洋
学
公
立
図
書
館
所
蔵
写
本
か
ら
十
六
首

（A
ppendix A

）、
テ
ヘ
ラ
ン
の
国
会（
現
イ
ス
ラ
ム
議
会
）図
書
館
所
蔵
写

本
よ
り
十
一
首
（A

ppendix B

）
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
本
稿
で
は

「
カ
ル
カ
ッ
タ
版
」
と
略
記
す
る
。

（
77
） A

rthur C
hristensen,  C

ritical Studies in the Rubáᶜiyát of ᶜU
m

ar-i-
K

hayyám
: A Revised Text w

ith English Translation, C
openhagen: 

A
ndr. Fred. H

øst &
 Søn,  1927. 

全
百
二
十
一
首
を
収
録
。
以
下
、
本
稿
で

は
「
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
版
」
と
略
記
す
る
。

（
78
） 

「
訳
注
」
三
五
七
頁
。

（
79
） 

第
二
十
七
歌
「
す
み
れ
の
葉
」 barg-e banafshe

は
底
本（
テ
ヘ
ラ
ン
版
）

の
訓
み
。
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
版
のshākh-e banafshe

「
す
み
れ
の
枝
」
は

採
用
せ
ず
。
第
五
十
八
歌
「
酒
」 bāde

は
底
本
の
訓
み
。
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン

版
のbād

「
風
」
は
採
用
せ
ず
。

（
80
） 

以
下
、
沢
英
三
訳
と
そ
れ
に
対
応
す
る
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
版
の
原
語（
歌

番
号
）
― 

テ
ヘ
ラ
ン
版
の
訳
と
原
語
（
歌
番
号
）
の
順
に
記
す
。

 

・ 

第
四
歌
「
お
お
友
よ
」 ey dūst

（74

）―「
君
が
酒
を
飲
ま
ぬ
と
し
て
も
」

gar m
ey na-khorī

（8

）.
 

・ 

第
四
歌
「
尊
大
ぶ
る
な
」 gharre m

a-shav

（74

）―「
君
は
自
慢
す
る
」

fakhr be-dīn konī

（8

）.
 

・ 

第
五
歌
「
お
れ
達
の
仲
間
は
酒
と
石
の
長
椅
子
、
廃
墟
の
か
ま
ど
」 mā 

vō m
ey vō m

aṣṭabe vō tūn-e kharāb

（66

）―「
こ
の
廃
墟
の
片
隅
で
お

れ
達
の
仲
間
は
酒
と
恋
人
」 mā vō m

ey-o m
a‘shūq dar-īn konj-e kha-

rāb

（15

）.
 

・ 

第
五
歌
「
魂
や
衣
を
抵
当
に
飲
ん
で
」 jān-ō del-o jām

-o jām
e dar rahn-

e sharāb

（66

）―「
名
前
と
魂
と
衣
を
抵
当
に
飲
ん
で
」 nām

-ō del-o 
jām

-o jām
e m

arhūn-e sharāb

（15

）.
 

・ 

第
九
歌
「
そ
れ
な
の
に
何
で
復
活
の
日
に
私
を
焼
き
た
が
る
」 pas 

sūkhtan-ē qiyām
at-az bahr-e che khāst

（90

）―「
そ
れ
な
の
に
復
活
の
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日
に
焼
く
の
は
何
故
な
の
か
」 pas sūkhtan-ē rūz-e qiyām

at ze kojā-st

（28

）.
 

・ 

第
十
一
歌
「
い
と
し
い
も
の
の
花
の
顔
を
焦
れ
て
い
た
」 v-andar ṭalab-ē 

rūy-e negār-ī būd-ast

（38

）―「
美
人
の
巻
き
毛
の
先
に
捕
ら
わ
れ
て
い

た
」 dar band-e sar-ē zolf–e negār-ī būd-ast

（31

）.
 

・ 
第
二
十
歌
「
二
日
の
間
、
私
は
悲
し
み
を
知
ら
な
か
っ
た
」 hargaz gham

-
e dō rūz m

a-rā yād na-gasht

（37

）―「
生
き
て
い
る
限
り
、
私
は
二
日

に
関
し
て
思
い
煩
う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
」 tā m

an bāsham
 gham

-ē do 
rūzē na-khoram

（55

）. 

＊ 

ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
版
の
直
訳
は
「
二
日
に
関

し
て
は
、
私
は
決
し
て
不
安
を
覚
え
な
か
っ
た
」。

 

・ 

第
二
十
二
歌
「
善
果
を
結
ん
だ
の
な
ら
何
故
破
壊
す
る
の
だ
／
創
造
物

が
失
敗
と
わ
か
っ
た
ら
一
体
誰
の
手
落
ち
だ
」 gar nīk-ām

ad shekastan-
az bahr-e che būd / var nīk na-yām

ad-īn ṣovar ‘eyb-e kerā-st

（85

）

―「
こ
の
形
が
う
ま
く
ゆ
か
な
か
っ
た
な
ら
誰
の
手
落
ち
だ
／
う
ま
く

い
っ
た
ら
何
の
た
め
に
破
壊
を

む
の
か
」 gar z-ān-ke bad-ām

ad-īn 
ṣovar ‘eyb-e kerā-st  / gar nīk bovad kharābi-yaz bahr-e che khāst

（63

）.
 

・ 

第
二
十
三
歌
「
酒
を
飲
め
／
こ
ん
な
物
語
は
語
っ
て
も
語
っ
て
も
つ
き

ぬ
話
」 mey khor ke chonīn fasāne-hā kūtah nīst

（61
）―「
悲
し
い
か

な
、
こ
の
物
語
も
ま
た
短
く
は
な
い
」 afsūs ke īn fasāne ham

 kūtah 
nīst

（64

）.
 

・ 

第
二
十
四
歌
「
酒
を
飲
め
、
短
い
人
生
の
多
く
を
眠
っ
て
し
ま
う
か
ら
」

m
ey nūsh ke ‘om

r-hā-t m
ī bāyad khoft

（59

）―「
起
き
よ
、
土
の
下
で

眠
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
」 bar khīz ke zīr-e khāk m

ī bāyad khoft

（66

）.
 

・ 

第
三
十
五
歌
「
ほ
ん
の
束
の
間
、
魂
を
天
外
に
飛
ば
す
の
だ
」 khāham

 
ke dam

-ī ze khīshtan bāz raham

（84

）―「
魂
を
忘
我
の
境
地
ま
で
持

ち
上
げ
た
い
」 khāham

 ke be bīkhodī bar-āram
 nafs-ī

（101

）.
 

・ 

第
四
十
三
歌
「
じ
っ
と
し
て
い
る
な
」 fāregh m

a-neshīn

（12

）―「
我
々

に
は
心
地
よ
い
」 khosh m

ā-rā

（137

）.

 

・ 

第
四
十
六
歌
「
気
を
つ
け
て
お
く
れ
」 zenhār

（98

）―「
お
お
親
し
い
友

よ
」 ey ham

-nafasān

（147

）.
 

・ 

第
六
十
九
歌
「「
私
も
ま
た
お
前
と
同
じ
飲
ん
だ
く
れ
だ
っ
た
ん
だ
よ
／

さ
あ
、
し
ば
し
一
緒
に
楽
し
も
う
よ
」」 ‘om

r-ī cho to būde am
 dam

-ī 
bā m

an sāz

（65

）―「
酒
を
飲
め
、
こ
の
世
に
君
は
再
び
戻
っ
て
こ
な
い

か
ら
」 mey khor ke be-dīn jahān na-m

ī ā’ī bāz

（258

）.
 

・ 

第
七
十
歌
「
た
と
え
じ
ゃ
な
い
、
ほ
ん
と
う
の
事
だ
／
わ
れ
わ
れ
は
戯

れ
の
一
か
け
ら
で
あ
り
」 az rūy-e ḥaqīqat-ī na az rūy-e m

ajāz / m
ā 

lo‘batakān-īm
-o falak lo‘bat-bāz

（6

）―
テ
ヘ
ラ
ン
版
（259

）で
は
第

一
・
第
二
対
句
が
逆
転
。

 

・ 

第
七
十
一
歌
「
明
日
の
日
が
無
く
て
も
悲
し
む
な
」ān ghoṣṣe m

a-khor 
ke nīst gardī fardā

（3

）―「
こ
の
世
の
事
柄
の
結
末
は
無
で
あ
る
か
ら
」

chon ‘āqebat-ē kār-e jahān nīsti-yast

（273

）.

＊ 

ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
版

の
直
訳
は 「
明
日
、
お
前
が
無
に
な
る
こ
と
を
悲
し
む
な
」。

 

・ 

第
七
十
八
歌
「
死
の
手
で
毛
を
む
し
ら
れ
た
鳥
の
よ
う
に
」 va-z dast-e 

ajal cho m
orgh-e par-kande

（40

）―「
人
生
の
希

の
土
台
を
根
こ
そ

ぎ
に
さ
れ
る
」 va-z bīkh-e om

īd-e ‘om
r bar-kande

（317

）.
 

・ 

第
八
十
八
歌
「
人
生
の
縦
糸
と
横
糸
は
何
」 va-z tār-e vojūd-e ‘om

r-e 
m
ā pūd-ī kū

（114

）―「
我
ら
が
人
生
の
希

の
縦
糸
に
対
し
横
糸
は
ど

こ
に
あ
る
の
か
」 va-z tār-e om

īd-e ‘om
r-e m

ā pūd-ī kū

（369

）.
 

・ 

第
八
十
八
歌
「
天
の
車
輪
の
中
に
浄
い
魂
は
あ
え
ぎ
つ
つ
」 dar chanbar-

e charkh jān-e chandīn pākān

（114

）―「
こ
の
世
の
優
美
な
人
々
の
多

く
の
頭
と
足
が
」 chandīn sar-o pāy-e nāzenīnān-e jahān

（369

）.
 

・ 

第
九
十
九
歌
「
こ
ん
な
生
と
寂
滅
の
う
ち
に
」 andarīn kow

n-o-fasād

（34

）―「
こ
の
荒
廃
し
た
修
道
院（
＝
現
世
）に
」 andarīn deyr-e kharāb

（434

）.
（
81
） 
第
八
十
六
歌
「
善
い
名
で
知
ら
れ
る
の
は
良
い
」 nīk-ast be-nām

-e nīk 
m

ashhūr shodan

（366

）に
つ
い
て
、「
底
本
で
はnâk

（sic

）ast

「
良
い
」
で

あ
る
に
対
し
、
一
般
の
異
本
で
はnang ast

「
恥
だ
」
と
な
っ
て
い
る
。
後

者
が
真
物
ら
し
い
が
底
本
に
従
っ
た
」
と
注
記
が
あ
る
。
実
際
、
ク
リ
ス
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テ
ン
セ
ン
版
はnang-ast

（111

）
と
訓
む
。
注
記
の “nâk”  

は “nīk”  

の
誤

記
。
あ
え
て
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
版
に
従
わ
な
か
っ
た
の
は
、
二
行
目
に
も

「
悲
し
む
の
は
恥
」 ‘ār-ast . . . ranjūr shodan

と
あ
る
の
で
、
繰
り
返
し
を

避
け
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

（
82
） 
以
下
、
沢
英
三
訳
と
そ
れ
に
対
応
す
る
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
版
の
原
語（
歌

番
号
）―
注
に
お
い
て
沢
が
示
す
テ
ヘ
ラ
ン
版
の
訳
と
原
語
（
歌
番
号
）
の

順
に
記
す
。

 

・ 

第
四
十
七
歌
「
天
輪
」 charkh-e falak

（70

）―「
金
星
と
月
」 zohre o 

m
ah

（155

）.
 

・ 

第
五
十
九
歌
「
百
の
心
と
信
仰
に
値
す
る
」 ṣad del-ō dīn arzad

（8

）―

「
信
仰
を
持
つ
千
人
に
値
す
る
」 hazār m

ard bā dīn arzad

（225

）.
 

・ 

同
「
現
世
に
、
紅
玉
の
酒
よ
り
ほ
か
に
何
が
あ
る
」 joz bādē la‘l nīst dar 

rūy-e zam
īn

（8

）―「
地
球
面
で
酒
よ
り
も
楽
し
い
何
が
あ
る
か
」 dar 

rūy-e zam
īn chī-st ze bādē khoshtar

（225

）.
 

・ 

第
七
十
三
歌
「
時
代
は
」 ayyām

-e zam
āne
（31

）―「
ハ
イ
ヤ
ー
ム
は
」

khayyām
 zam
āne

（281

）. 

＊「
ハ
イ
ヤ
ー
ム
よ
」
と
呼
び
か
け
に
取
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

 

・ 

第
七
十
八
歌
「
願

」 am
al

（40

）―「
死
」 ajal

（317
）.

 

・ 

第
八
十
二
歌
「
現
象
」 aḥvāl

（113

）―「
秘
密
」 「
神
秘
」 asrār

（346

）.

（
83
） 

以
下
、
沢
英
三
訳
と
そ
れ
に
対
応
す
る
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
版
の
原
語（
歌

番
号
）―
テ
ヘ
ラ
ン
版
の
訳
と
原
語
（
歌
番
号
）
の
順
に
示
す
。

 

・ 

第
七
歌
「
悲
し
い
」 zār

（89

）―「
再
び
」 bāz

（18

）.
 

・ 

第
十
四
歌
「
そ
よ
風
」 nasīm

（23

）―「
露
」 shab-nam

（41

）.
 

・ 

第
十
六
歌
「
ペ
ン
の
主
」 ostād-e qalam

（21

）―「
運
命
の
主
」 ostād-e 

qaḍā

（45

）.
 

・ 

第
十
七
歌「
ご
免
だ
」 bīzār shodam

（64

）―「
絶

し
て
い
な
い
」 now

m
īd 

na-yam

（48

）. 

＊「
ご
免
だ
」
は
「
う
ん
ざ
り
だ
」
が
直
訳
。

 

・ 

同
「
ハ
イ
ヤ
ー
ム
が
地
獄
の
住
民
だ
な
ん
て
言
う
の
は
誰
だ
／
天
国
や

地
獄
か
ら
帰
っ
た
者
が
あ
る
っ
て
い
う
の
か
」 khayyām

 ke goft dūza- 
khī khāhad būd / kē raft be-dūzakh-ō ke ām

ad ze behesht  

―「
今

後
、
私
は
白
銀
の
胸
を
持
つ
拝
火
寺
院
の
若
者
と
一
緒
に
／
地
獄
で
あ

ろ
う
と
天
国
で
あ
ろ
う
と
、
酒
と
恋
人
を

も
う
」 z-īn pas m

an-o sīm
-

bar javānān-e kenesht / m
ey khāham

-o m
a‘shūqe che dūzakh che 

behesht.
 

・ 

第
十
九
歌
「
こ
の
一
、
二
の
呼
吸
」 īn yek do nafas

（82

）―「
こ
の
一
呼

吸
」 īn yek nafas-ī

（51

）.
 

・ 

第
二
十
歌
「
私
の
生
涯
」 now

bat-e ‘um
r-am

（37

）―「
私
と
あ
な
た
の

生
涯
」 ‘um

r-e m
an-ō tō

（55

）.
 

・ 

第
二
十
一
歌
「
希

の
仲
買
人
」 dallāl-e am

al

（67

）―「
運
命
の
仲
買

人
」dallāl-e qaḍā

（62

）.
 

・ 

第
二
十
八
歌
「
壊
滅
の
神
秘
」 asrār-e fanā

（15

）―「
神
の
神
秘
」 asrār-e 

khodā

（72

）.
 

・ 

第
二
十
九
歌
「
こ
の
な
ぞ
」 īn m

a‘nī

（80

）―「
こ
の
世
界
」 īn ‘ālam

（77

）. 

＊ m
a‘nī

の
直
訳
は 「
意
味
」 

だ
が
、
こ
れ
を 「
な
ぞ
」 

と
訳
し
た

の
はm

o‘am
m
ā

と
読
み
違
え
た
可
能
性
が
あ
る
。

 

・ 

第
三
十
歌
「
宿
命
」 taqdīr

（91

）―「
太
初
の
日
」 rūz-e azal

（79

）.
 

・ 

第
三
十
一
歌
「
帯
」 kam

ar-ī

（58

）―「
通
過
」 ghodhar-ī

（92

）.
 

・ 

第
三
十
二
歌
「
見
る
だ
ろ
う
」 bīnī

（11

）―「
な
る
だ
ろ
う
」 bāshad

（95

）.
 

・ 

第
三
十
四
歌
「
糧か

て

と
偶
像
と
酒
」 qūt-ī-yo bot-ī-yo bāde-ī

（55

）―「
酒

杯
と
偶
像
と
リ
ュ
ー
ト
」 jām

-ī-yo bot-ī-yo barbaṭ-ī

（99

）.
 

・ 

第
三
十
七
歌
「
理
知
」 ‘aql

（83

）―「
愛
」 ‘eshq

（107

）.
 

・ 

第
四
十
一
歌
「
叫
び
」 na‘re

（88

）―「
服
従
」 「
礼
拝
」 ṭā‘at

（115

）.
 

・ 

第
四
十
三
歌
「
つ
め

0

0

」 chang

（12

）―「
手
」 dast

（137

）.
 

・ 

第
五
十
六
歌
「
酒
と
ミ
ル
ク
と
蜜
」 mey-o shīr-o angabīn

（4

）―「
澄

ん
だ
酒
と
蜜
」 mey-e nāb-o angabīn

（204

）.
 

・ 

第
六
十
歌
「
名
も
な
く
住
ん
だ
者
」ān-kas-ī ke m

a‘rūf na-shod

（103

）

―「
一
瞬
も
生
き
な
か
っ
た
者
」 yek nafas zende na-bū

d

（237

）.
 

・ 
第
六
十
二
歌
「
新
し
い
土
」 tāze gel-ī

（68

）―「
土
の
断
片
」 pāre-gel-ī

（240
）.

 

・ 

第
六
十
三
歌
「
借
り
住
居
」 ‘āriyat

（102

）―「
結
局
」‘āqebar

（243

）. 
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＊ 

た
だ
し
、
テ
ヘ
ラ
ン
版
末
尾
の
誤
植
訂
正
一
覧
で
は
、“ ‘āqebat”

↓ 
“ ‘āyat”

（sic

） 

と
な
っ
て
い
る
。
後
者
が “ ‘āriyat”  

の
誤
植
と
す
れ
ば
、

ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
版
と
の
異
同
は
解
消
す
る
。

 
・ 
第
六
十
四
歌
「
秘
密
」 rāz

（5

）―「
再
び
」 bāz

（245

）.
 

・ 
同「
貪
欲
と
困
窮
」 āz-o niyāz

（5

）―「
秘
密
と
困
窮
」 rāz-o niyāz

（245

）.
 

・ 
第
六
十
六
歌
「
天
と
地
の
頭
」 sar-e afl āk-o jahān

（56

）―「
こ
の
世
の

天
の
頭
」 sar-e afl āk-e jahān

（254

）.
 

・ 

第
七
十
四
歌
「
何
で
忠
告
す
る
の
だ
、
そ
れ
に
値
し
な
い
私
な
の
に
」

pand-am
 che dehī ke qābel-ē pand na-yam

（24

）―「
私
を
自
由
に
せ

よ
、束
縛
は
私
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
か
ら
」 āzād-am

 kon ke lāyeq-ē band 
na-yam

（297

）.
 

・ 

第
七
十
五
歌
「
道
連
れ
と
な
ろ
う
」 ham

-safar-īm

（26

）―「
等
し
く
な

ろ
う
」 sar be-sar-īm

（298
）.

 

・ 

第
八
十
一
歌
「
る
り
色
の
大
理
石
の
」 fīrūz e rokhām

（108

）―「
瑠
璃

色
の
」 fīrūzē fām

（342

）.
 

・ 

第
八
十
九
歌
「
坐
れ﹇
美
女
よ
﹈」 neshīn botā
（35

）―「
坐
っ
て
盃
を
持

て
」 neshīn piyāle kash

（371

）. 

＊ 

ブ
ラ
ケ
ッ
ト
内
は
引
用
者
の
補
足
。

 

・ 

第
九
十
五
歌
「
そ
の
日
は
バ
ラ
ー
ト
の
夜
よ
り
も
良
い
の
だ
」 ān-rūz 

beh-az shab-ē barāt

（116

）―「
そ
の
日
は
バ
ラ
ー
ト
の
夜
と
な
る
だ
ろ

う
」ān-rūz bovad shab-ē barāt

（411

）.
 

・ 

第
百
歌
「
一
ぴ
ょ
う
の
酒
」 az m

ey kadu-yī

（28

）―「
二
マ
ン
の
酒
」

va-z m
ey do m

an-ī

（436

）. 

＊「
マ
ン
」
は
重
量
単
位
。

 

・ 

同
「
お
前
と
坐
っ
た
ら
」 man-o tō neshaste

（28

）―「
月
の
よ
う
な
頰

の
美
女
と
坐
っ
た
ら
」 bā m

āh-rokh-ī neshaste

（436

）.

（
84
） 

次
の
二
か
所
は
そ
の
可
能
性
が
あ
る
。

 

・ 

第
三
十
九
歌
「
心
の
中
に
愛
の
火
を
持
た
ぬ
者
は
」
は
、
ク
リ
ス
テ
ン

セ
ン
版
「（
神
が
）
な
か
で
愛
情
を
捏
ね
た
心
は
す
べ
て
」 har del ke 

dar-ū m
ehr-o m

aḥabbat be-seresht

（79

）で
は
な
く
、テ
ヘ
ラ
ン
版
「（
神

が
）
な
か
で
愛
情
を
捏
ね
な
か
っ
た
心
は
す
べ
て
」 har del ke dar-ū 

m
ehr-o m

aḥabbat na-seresht

（110

）に
依
拠
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

 

・ 

第
四
十
九
歌
「
幸
福
が
空
し
さ
の
中
に
飲
ま
れ
て
し
ま
わ
ぬ
う
ち
に
」

は
、
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
版
「
部
分
が
全
体
に
融
合
す
る
前
に
」 z-ān pīsh 

ke jozv-hā be-kol peyvandad

（99

）
で
は
な
く
、
テ
ヘ
ラ
ン
版
「
部
分

が
土
に
融
合
す
る
前
に
」 z-ān pīsh ke jozv-hā be-gel peyvandad

（189

）
の
訳
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
85
） C

hristensen,  pp. 67–68, no. 28. 

こ
れ
は
ボ
ド
レ
ー
写
本
の
第
百
五
十

五
番
に
対
応
す
る
。『
明
治
日
本
』 

一
○
頁
。
注（
83
）
に
注
記
し
た
通
り
、

テ
ヘ
ラ
ン
版
は
詩
句
に
異
同
が
あ
り
、
ニ
コ
ラ
版
や
ホ
ワ
イ
ン
フ
ィ
ー
ル

ド
版
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。『
大
正
日
本
』
九
頁
に
ロ
ー
マ
字
転
写
が
あ

る
。

（
86
） 

他
に
も
第
二
十
四
歌
で
、
原
語 “ ‘om

r-hā ” （
人
生
）に
「
短
い
」、
第
二

十
六
歌
で
、
原
語 “kesht”

（
畑
）
に
「
陽か
げ
ろ
う炎
も
え
る
」、
第
二
十
七
歌
で
原

語 “dasht-ī ke lāle-zārī bū
d-ast ” （

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
咲
く
草
原
）
に
「
眼

も
彩
に
」
と
い
う
修
飾
語
を
補
っ
て
い
る
。

（
87
） 

「
一
瓢
」
は
『
論
語
』
に
典
拠
の
あ
る
言
葉
で
、
矢
野
峰
人
訳
や
小
川
忠

藏
訳
に
先
例
が
あ
る
。『
大
正
日
本
（
続
）』
九
、
一
六
頁
。

（
88
） 

全
体
と
し
て
沢
訳
は
漢
字
表
記
よ
り
仮
名
表
記（
し
ば
し
ば
傍
点
つ
き
）

を
好
む
傾
向
に
あ
る
。
以
下
は
前
半
六
十
歌
よ
り
の
例
で
あ
る 

― 

第

二
・
四
十
二
歌
「
ほ
こ
り

0

0

0

」、
第
三
・
四
十
五
・
四
十
九
歌
「
さ
か
ず
き
」、

第
四
歌
「
ざ
ん
げ
」、
第
五
・
二
十
一
歌
「
か
ま
ど
」、
第
六
歌
「
き
つ
ね

0

0

0

」 

「
か
も
し
か

0

0

0

0

」 「
ろ
馬

0

0

」、
第
七
歌
「
し
と
ね
」、
第
八
歌
「
憂
う
つ
」、
第
十

二
歌
「
ほ
の
お

0

0

0

」、
第
十
四
・
二
十
四
・
四
十
九
・
五
十
一
・
五
十
三
歌

「
ば
ら

0

0

」、
第
二
十
一
歌
「
は
さ
み

0

0

0

」、
第
二
十
七
歌
「
す
み
れ
」、
第
四
十
三

歌
「
つ
め

0

0

」、
第
四
十
四
歌
「
ぶ
ど
う

0

0

0

」、
第
四
十
六
歌
「
こ
は
く

0

0

0

」 「
ぶ
ど

う
」、
第
五
十
一
歌
「
ほ
お

0

0

」 「
と
げ

0

0

」 「
く
し

0

0

」、
第
五
十
六
歌
「
ひ
と
み
」。

（
89
） C

hristensen , pp. 77–78, no. 50.

（
90
） 
第
百
十
二
歌
、
八
九
頁
（
改
版
九
一
頁
）。
原
文
はH

edāyat , p. 104. 

ク

リ
ス
テ
ン
セ
ン
版
と
比
べ
、konad  

↓ shavad; īn del-e por  

↓ to īn del-ē; 
be-nūr-e m

āh  
↓ be m

āh-tāb, be-tābad  

↓ be-gardad

と
異
同
が
あ
る
。
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（
91
） C

hristensen, p. 89, no. 76.  

注（
36
）に
引
い
た
ヘ
ダ
ー
ヤ
ト
版
と
比
べ

る
と
、fow

t shavam
 

↓ dar ghodharam
; ze sharāb-o jām

 

↓ ze sha- 
rāb-e nāb

と
異
同
が
あ
る
。

（
92
） 
四
行
中
の
二
行
の
末
尾
を
同
一
語
な
い
し
同
音
で
揃
え
て
い
る
の
は
、

全
百
二
十
一
首
中
三
十
六
首（
三
○
％
）、
三
行
末
を
揃
え
て
い
る
の
は
九

首
（
○
・
○
七
％
）、
四
行
末
と
も
同
一
語
「
う
れ
し
い
」
に
し
て
い
る
の

は
第
百
十
七
歌
の
一
例
の
み
。
前
注（
28
）
で
示
し
た
よ
う
に
、
小
川
訳
で

全
体
の
ほ
ぼ
八
割
が
二
行
か
ら
四
行
末
を
同
一
語
句
な
い
し
同
音
に
し
て

い
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

（
93
） 

『
昭
和
日
本
（
続
）』
二
二
―
二
三
頁
。

（
94
） C

hristensen , pp. 96–97, no, 93. 

ヘ
ダ
ー
ヤ
ト
版
と
比
べ
る
と
、ham

ī 
ravad  

↓ be-sar rasad, m
ey khor  

↓ khosh bāsh, pas-az  

↓ ba‘d-az, īn 
m
āh  

↓ m
āh

と
異
同
が
あ
る
。

（
95
） C

hristensen , pp. 68–69, no. 30.

（
96
） 

ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
の
英
訳 “N

o one has ever m
ade his w

ay to a rosy 
cheek, but a thorn . . . m

ade its w
ay to his heart”

（p. 114

）の
除
外
構
文

を
誤
解
し
て
訳
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
97
） C

hristensen,  pp. 57–58, no. 5.

（
98
） 

問
題
や
疑
問
の
残
る
他
の
箇
所
を
挙
げ
て
お
く
。
丸
括
弧
内
の
算
用
数

字
は
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
版
の
歌
番
号
を
示
す
。
な
お
、『
世
界
名
詩
集
大
成
』

の
版
面
の
制
約
で
、
原
文
の
一
行
に
対
応
す
る
訳
文
を
な
る
べ
く
二
十
文

字
以
内
に
収
め
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
事
情
は
考
慮
す
べ
き
か
も
し
れ

な
い
。

 

・ 

第
三
歌
「
さ
か
ず
き
に
刻
ま
れ
た
筋
に
驚
異
が
鎮
座
し
て
い
る
」 dar 

khaṭṭ-e piyāle āyat-ī hast m
oqīm

（41

）―「
驚
異
」āyat

は
こ
こ
で
は

む
し
ろ
「『
コ
ー
ラ
ン
』
の
聖
句
」
の
意
味
。

 

・ 

第
十
八
歌
「
苦
楽
を
と
も
に
し
た
杯
」 tarkīb-e piyāle-yī ke dar ham

 
peyvast

（77

）―「
彼
（
神
）
が
組
み
合
わ
せ
た
杯
の
形
」
が
直
訳
。

 

・ 

第
二
十
一
歌
「
ハ
イ
ヤ
ー
ム
が
理
知
の
ヴ
ェ
ー
ル
を
つ
く
ろ
っ
て
い
た
」

khayyām
 ke kheym

-hā-ye ḥekm
at m

ī dūkht

（67

）―「
ハ
イ
ヤ
ー
ム
」

す
な
わ
ち
「
天
幕
作
り
」
と
の
関
連
で 「
ヴ
ェ
ー
ル
」 kheym

は
「
天

幕
」
と
訳
す
べ
き
と
こ
ろ
。

 

・ 

第
二
十
三
歌
「
心
の
誇
り
の
ほ
か
に
住
家
は
無
い
の
だ
」 joz dar del-e 

khāk hīch m
anzel-gah nīst

（61

）↓「
土
の
な
か
を
除
い
て
安
息
地
は
存

在
し
な
い
」
が
直
訳
。「
誇
り
」
は
「
埃
」
の
誤
植
か
。

 

・ 

第
二
十
八
歌
「
壊
滅
の
神
秘
の
幕
無
し
に
奈
落
へ
行
っ
て
し
ま
う
の
だ
」

dar parde-ye asrār-e fanā khāhī raft

（15

）↓「
消
滅
の
神
秘
の
幕
の
な

か
に
入
っ
て
行
く
だ
ろ
う
」
が
直
訳
。「
幕
無
し
に
」
で
は
意
味
不
明
。

 

・ 

第
四
十
四
歌
「
も
う
一
杯
、
二
マ
ン
半
飲
ん
で
心
を
豊
か
に
し
よ
う
」

khod-rā be-do raṭl m
ey ghanī khāham

 kard

（75

）↓「
二
ラ
ト
ル
の
酒

で
自
分
自
身
を
豊
か
に
し
よ
う
」
が
直
訳
。「
マ
ン
」 man

は
注（
37
）で

前
出
、「
ラ
ト
ル
」 raṭl

も
重
量
単
位
で
、
イ
ラ
ン
で
は
ほ
ぼ
同
義
と
さ
れ

る
。

W
alther H

inz, Islam
ische M

asse und G
ew

ichte, Leiden / K
öln: E. 

J. B
rill,  1970, p. 32.

何
故
「
二
マ
ン
半
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
の
か
不
明
だ
が
、
ク
リ
ス
テ
ン

セ
ン
訳 “I w

ill m
ake m

yself rich w
ith tw

o half m
ans of w

ine”

（p. 
123

）
に
引
か
れ
、
こ
れ
を“tw

o and a half m
ans”  

と
誤
読
し
た
可
能

性
も
あ
る
。

 

・ 

第
四
十
五
歌
「
明
日
と
い
う
友
の
た
め
に
何
を
苦
し
む
」 ghom

-e fardā-
ye ḥarīfān che khorī

（97

）↓「
友
の
明
日
を
何
故
悲
し
む
の
か
」。

 

・ 

第
四
十
六
歌
「
杯
か
ら
力
が
わ
く
よ
う
に
」 ma-rā ze jām

-e m
ey qūt 

konīd

（98

）↓「
酒
杯
か
ら
私
に（
酒
を
）注
い
で
く
れ
」
が
直
訳
。
沢
訳

は “qūt”

（
食
糧
）
を “qovvat ”

（
力
）
と
読
ん
で
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ

で
は
韻
律
に
合
わ
な
い
。

 
・ 

第
五
十
二
歌
「
居
酒
屋
で
お
れ
達
は
酒
づ
か
り
、
浄
め
の
沐
浴
な
し
に
」

dar m
eykade joz be-m

ey voḍū na-tvān kard

（14

）↓「
居
酒
屋
で
は
酒

に
よ
る
以
外
は
浄
め
が
で
き
な
い
」。

 

・ 

第
五
十
五
歌
「
良
か
ら
ぬ
人
と
酌
み
交
わ
し
た
ら
酒
を
損そ

こ
なう

」 nāqeṣ 
bovad-ān-ke bāde rā naqṣ konad

（100

）↓「
酒
を
欠
い
て
い
る（
ま
た
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は
「
酒
を
非
難
す
る
」）
の
は
不
完
全
な
人
間
で
あ
ろ
う
」。

 

・ 

第
六
十
歌
「
こ
の
二
つ
戸
口
の
居
酒
屋
に
人
が
住
み
始
め
て
／
や
が
て

ま
た
、
生
命
の
宿
を
空
け
渡
し
て
ゆ
く
の
だ
」 chon ḥāṣel-e ādam

-ī dar-
īn deyr-e do dar / joz khon-ē del-ō dādan-e jān nīst degar

（103

）↓

「
こ
の
二
つ
扉
の
居
酒
屋
（
＝
現
世
）
に
お
い
て
人
間
が
得
る
収
穫
と

は
／
心
臓
の
血
（
を
流
す
こ
と
）
と
魂
を
与
え
る
（
＝
死
ぬ
）
こ
と
以
外

に
何
も
な
い
の
だ
か
ら
」。

 

・ 

第
六
十
一
歌
「
ア
ダ
ム
」 adham

（101

）↓「
ア
ド
ハ
ム
」。

 

・ 

第
六
十
七
歌
「
さ
て
も
ず
る
い
奴
だ
よ
わ
れ
わ
れ
は
／
朝
な
夕
な
の
五

つ
の
祈
り
を
と
な
え
て
」 kardīm

 degar shīve-ye rendī āghāz / takbīr 
ham

ī zanīm
 bar panj nam

āz

（72

）↓「
我
々
は
ま
た
放
蕩
の
道
を
開
始

し
た
／
五
回
の
礼
拝
は
放
棄
し
よ
う
」。takbīr zadan

は
「
神
は
偉
大

な
り
」
と
叫
ぶ
意
味
か
ら
転
じ
て
、「（
世
俗
の
事
柄
を
）
放
棄
す
る
」

tark kardan, rahā kardan, dast shostan az chīzī

意
味
に
な
る
。
ニ
コ
ラ

版
の
注（p. 117

）、ヘ
ロ
ン
＝
ア
レ
ン
校
訂
版
第
九
十
九
歌
の
注（p. 216

）

お
よ
び
以
下
を
参
照
。

‘A
lī A

kbar D
ehkhodā, Loghat N

ām
e, 15 vols., Tehran: D

ānesh-
gāh-e Tehrān, 1993–94, Vol. 4, p. 6046, s. v. “takbīr.”

 

・ 

第
八
十
三
歌
「
酒
を
飲
み
人
生
に
貪ど
ん

婪ら
ん

で
あ
れ
、
善
を
な
せ
」 mey m

ī-
khor-o rah m

ī-zan-o eḥsān m
ī kon

（57

）↓「
酒
を
飲
み
、
追
い
剝
ぎ
を

働
き
、
善
を
な
せ
」
が
直
訳
。「
善
も
悪
も
自
由
に
行
な
え
」
と
い
っ
た

意
味
だ
と
す
る
と
、「
人
生
に
貪
婪
で
あ
れ
」
は
か
な
り
の
意
訳
で
あ
ろ

う
。

 

・ 

第
九
十
歌
「
唇
と
唇
と
を
触
れ
合
っ
て
も
未
だ
血
を
流
さ
な
い
」 lab bar 

lab-o dar m
iyāne khon oftādē

（43

）↓「
唇
が
唇
に
重
な
る
と
、
あ
い
だ

で
血
が
流
さ
れ
る
」。
酒
壜
か
ら
杯
に
赤
い
酒
が
注
が
れ
る
様
子
を
「
血

が
流
さ
れ
る
」
と
表
現
し
て
い
る
。

 

・ 

第
九
十
一
歌
「
人
生
の
ペ
ー
ジ
は
残
り
少
な
く
な
る
」 ow

rāq-e vojūd-e 
m
ā ham

ī-gardad ṭey

（121

）↓「
我
等
の
人
生
の
頁
は
閉
じ
ら
れ
る（
ま

た
は
「
操
ら
れ
る
」）。

 

・ 

第
九
十
二
歌
「
賢
し
く
鋭
い
思
想
家
の
栄
誉
も
持
た
ぬ
」 dar nokte-ye 

zīrakān-e dānā na-rasī

（33

）↓「
そ
な
た
が
学
識
豊
か
な
賢
者
た
ち
の

到
達
点
に
達
す
る
こ
と
は
な
い
」。“nokte ” 

に
は
「
精
妙
な
論
点
」 「
名

言
」 「
秘
密
」
と
い
っ
た
意
味
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
「
栄
誉
」
と
し
た
の

は
、
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
訳
の “the nice distinctions”

（p. 115

）
に
引
か

れ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。

 

・ 

第
九
十
六
歌
「
天
国
に
お
坐
り
、
天
国
顔
し
な
が
ら
」 be-nshīn be be-

hesht bā beheshtī rū’ī

（18

）↓「
天
国
顔
し
た
美
女
と
一
緒
に
天
国
に
お

坐
り
」。

（
99
） 

黒
田
三
郎
「
恋
す
る
者
と
酒
の
み

―
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
に
ふ
れ
て
」（『
詩

学
』
第
二
十
一
巻
二
号
、
一
九
六
六
年
二
月
、
八
九
―
九
三
頁
）
に
は
、
沢

訳
と
小
川
訳
を
対
照
し
て
論
じ
た
箇
所
が
見
ら
れ
る
。

（
100
） 

加
藤
周
一 「﹇
文
學
直
言
﹈ 「
世
界
文
學
全
集
」
に
つ
い
て
」 『
文
學
界
』
第

二
十
四
卷
四
號
、
一
九
五
八
年
四
月
、
六
頁
。
の
ち
、『
加
藤
周
一
著
作
集
』 

6
（
近
代
日
本
の
文
学
的
伝
統
）、
平
凡
社
、
一
九
七
八
年
十
二
月
、
九
二

頁
。
後
者
で
は
新
字
体
を
使
用
、「「
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
」」
を
「『
ル
バ
ー
イ

ヤ
ー
ト
』」
に
す
る
な
ど
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。

（
101
） 

吉
田
健
一
（
禿
山
頑
太
）「﹇
大
波
小
波
﹈
賃
仕
事
の
翻
訳
全
集
」 『
東
京

新
聞
』 

一
九
五
八
年
三
月
十
七
日
、
夕
刊
第
八
面
。
の
ち
、『
吉
田
健
一
集

成
』
別
巻
、
新
潮
社
、
一
九
九
四
年
六
月
、
一
九
八
頁
。



̶ 31 ̶

附表 1　小川亮作訳原典対照表

小川訳 N W B Ch FGh 小川訳 N W B Ch FGh

1 13 12 ― ― 5 38 ― 219 ― ― 95

2 117 145 ― ― ― 39 21 25 ― 78 12

3 157 176 51 94 60 40 42 ― ― ― 26

4 383 427 143 33 161 41 ― ― ― ― 97

5 49 52 ― ― ― 42 232 271 ― ― ―
6 ― 111 18 64 21 43 ― 290 ― ― 115

7 ― 389 ― 110 ― 44 38 42 19 77 22

8 ― ― ― ― 14 45 ― ― ― ― 69

9 ― 214 58 ― 59 46 217 258 ― 5 111

10 ― ― ― 80 34 47 ― 107 35 ― ―
11 ― 126 ― 85 31 48 412 ― ― ― 167

12 464 209 ― ― 54 49 ― 129 ― ― ―
13 384 428 140 ― ― 50 231 270 94 6 ―
14 ― 226 ― ― ― 51 123 150 ― ― 64

15 338 377 ― ― 144 52 274 317 ― ― 125

16 24 28 11 ― ― 53 67 70 ― ― 17

17 ― 490 157 34 174 54 69 72 ― 44 7

18 351 393 130 114 150 55 237 277 ― ― 114

19 ― ― ― ― ― 56 350 392 ― 115 149

20 ― ― ― ― ― 57 349 391 ― ― 151

21 122 149 53 ― ― 58 ― ― ― ― 50

22 400 442 ― ― 163 59 ― ― ― ― 112

23 ― ― ― 103 ― 60 370 414 135 ― 154

24 107 137 ― ― 57 61 70 73 ― 89 8

25 340 379 ― ― 145 62 ― ― ― 51 24

26 31 35 31 91 ― 63 59 62 ― 81 51

27 ― ― ― ― 74 64 348 390 129 35 152

28 195 240 ― ― 101 65 ― ― ― ― ―
29 389 431 ― 27 160 66 354 396 ― ― 166

30 ― 221 ― ― ― 67 404 446 146 36 164

31 ― ― ― 21 ― 68 433 468 ― ― 173

32 216 257 95 ― ― 69 ― 493 ― ― ―
33 ― 507 154 ― 172 70 395 437 ― ― 177

34 95 96 41 ― 48 71 431 466 ― 117 171

35 128 155 ― ― 63 72 28 32 9 38 15

36 125 152 ― ― 62 73 243 283 103 ― 117

37 ― 353 121 ― 134 74 297 334 ― ― ―



̶ 32 ̶

小川訳 N W B Ch FGh 小川訳 N W B Ch FGh

75 56 59 ― ― 45 110 463 208 62 70 73

76 460 360 ― ― 132 111 94 ― ― ― 44

77 181 196 ― 75 ― 112 8 7 5 50 2

78 136 160 ― ― ― 113 106 136 60 97 66

79 7 6 ― 76 ― 114 426 463 ― ― ―
80 14 17 ― ― ― 115 235 ― ― 47 ―
81 115 ― ― ― ― 116 455 484 ― 118 178

82 290 330 116 40 ― 117 294 332 118 ― ―
83 ― 234 83 ― ― 118 153 174 67 ― ―
84 ― 216 50 48 ― 119 ― ― ― ― 39

85 264 307 ― ― ― 120 ― 112 17 23 ―
86 441 473 ― ― ― 121 ― ― ― ― 37

87 64 67 ― 11 42 122 40 44 ― ― 27

88 168 185 ― 4 87 123 189 ― ― ― ―
89 169 ― ― ― 88 124 325 366 ― ― 138

90 ― 108 34 ― 41 125 ― 254 ― ― 106

91 ― ― ― ― ― 126 359 426 131 ― ―
92 92 94 40 ― 43 127 252 ― ― 31 118

93 284 324 112 9 127 128 402 444 ― 121 158

94 ― 110 21 ― ― 129 155 ― ― ― ―
95 105 134 47 93 53 130 269 312 ― 26 121

96 421 ― ― ― ― 131 418 457 ― ― ―
97 ― ― ― ― ― 132 54 57 ― ― ―
98 413 452 149 ― ― 133 ― 106 36 ― 47

99 300 336 120 ― ― 134 ― 119 ― 13 ―
100 461 ― ― ― ― 135 26 30 12 62 10

101 76 78 ― ― ― 136 ― ― ― ― ―
102 47 50 ― ― ― 137 366 411 136 ― 155

103 372 415 ― ― ― 138 ― ― ― ― ―
104 336 375 ― ― 141 139 ― 274 100 65 ―
105 267 310 108 ― 122 140 242 282 102 3 116

106 ― ― ― ― ― 141 ― ― ― ― ―
107 103 133 ― ― ― 142 90 92 33 58 ―
108 20 24 ― ― ― 143 165 183 ― ― 81

109 ― ― ― ― ―

＊ 数字は歌番号を表わす。小川亮作訳の歌番号はヘダーヤト版（書誌情報は注 12）に同じ。
＊ 略語は以下の通り。

N: ニコラ版，W: ホワインフィールド版，B: ボドレー写本（いずれも書誌情報は注 13参照）。
Ch: クリステンセン版（書誌情報は注 77参照）
FGh: フォルーギー／ガニー版

Robā‘īyāt-e Ḥakīm Ḥayyām-e Nīshāpūrī, ed. Moḥammad ‘Alī Forūghī and Qāsem Ghanī, Tehran: Ketāb-e Farzān, 
1983［1942］.



̶ 33 ̶

沢訳 T C Ch N W H 沢訳 T C Ch N W H

1 4 1 50 8 7 112 36 104 ― 54 ― 107 47

2 5 4 76 7 6 79 37 107 50 83 95 96 34

3 7 ― 41 11 10 ― 38 109 32 81 59 62 63

4 8 ― 74 12 11 ― 39 110 31 79 60 63 ―
5 15 10 66 19 22 ― 40 111 85 63 98 99 ―
6 17 81 44 69 72 54 41 115 41 88 61 64 ―
7 18 65 89 70 73 61 42 122 102 95 107 137 ―
8 23 ― 62 26 30 135 43 137 135 12 112 ― ―
9 28 68 90 99 100 ― 44 142 133 75 181 196 77

10 29 ― 78 21 25 39 45 145 104 97 106 136 113

11 31 ― 38 28 32 72 46 147 127 98 109 139 ―
12 33 86 22 ― 117 ― 47 155 ― 70 463 208 110

13 38 72 13 ― 119 134 48 186 100 94 157 176 3

14 41 67 23 ― 112 120 49 189 ― 99 163 181 ―
15 44 ― 86 29 33 ― 50 174 ― 1 151 172 ―
16 45 89 21 ― ― 31 51 175 ― 30 150 171 ―
17 48 ― 64 ― 111 6 52 179 130 14 142 165 ―
18 49 52 77 38 42 44 53 184 116 7 156 175 ―
19 51 36 82 ― ― ― 54 169 103 96 ― 233 ―
20 55 38 37 22 26 ― 55 202 ― 100 170 186 ―
21 62 43 67 81 83 ― 56 204 119 4 168 185 88

22 63 ― 85 ― 126 11 57 213 124 42 179 194 ―
23 64 39 61 44 47 ― 58 219 ― 60 188 203 ―
24 66 74 59 48 51 ― 59 225 129 8 194 ― ―
25 69 60 29 46 49 ― 60 237 150 103 ― ― 23

26 70 55 39 82 84 ― 61 238 ― 101 215 253 ―
27 71 ― 46 ― 104 ― 62 240 151 68 211 252 ―
28 72 66 15 85 87 ― 63 243 146 102 214 ― ―
29 77 19 80 ― ― 10 64 245 ― 5 217 258 46

30 79 ― 91 31 35 26 65 251 157 52 222 262 ―
31 92 73 58 90 92 142 66 254 ― 56 228 267 ―
32 95 44 11 64 67 87 67 256 160 72 230 269 ―
33 96 51 25 65 68 ― 68 257 158 104 229 268 ―
34 99 88 55 92 94 92 69 258 164 65 ― 274 139

35 101 42 84 63 66 ― 70 259 162 6 231 270 50

附表 2　沢英三訳原典対照表



̶ 34 ̶

沢訳 T C Ch N W H 沢訳 T C Ch N W H

71 273 167 3 242 282 140 97 419 ― 119 422 404 ―
72 277 169 105 244 284 ― 98 421 198 117 431 466 71

73 281 173 31 252 ― 127 99 434 ― 34 ― 490 17

74 297 177 24 263 306 ― 100 436 201 28 448 479 ―
75 298 184 26 269 312 130 101 443 ― 118 455 484 116

76 309 ― 53 277 320 ― 102 ― 110 10 ― 217 ―
77 316 181 9 284 324 93 103 ― ― 19 358 404 ―
78 317 ― 40 290 330 82 104 ― A12 47 235 ― 115

79 326 ― 106 ― ― ― 105 ― 145 69 196 ― ―
80 338 178 107 299 ― ― 106 117 98 93 105 134 95

81 342 ― 108 315 347 ― 107 ― 186 110 ― 389 7

82 346 ― 113 322 365 ― 108 ― 87 92 91 93 ―
83 351 192 57 327 368 ― 109 ― 63 2 93 95 ―
84 352 189 112 ― 387 ― 110 ― ― 16 200 244 ―
85 365 ― 71 344 382 ― 111 ― 105 17 ― ― ―
86 366 ― 111 345 383 ― 112 ― 132 20 180 195 ―
87 367 ― 115 350 392 56 113 ― 203 27 389 431 29

88 369 195 114 351 393 18 114 ― 35 32 ― 110 ―
89 371 197 35 348 390 64 115 ― ― 45 359 426 ―
90 380 ― 43 363 408 ― 116 ― 108 48 ― 216 84

91 392 ― 121 402 444 128 117 ― 48 49 ― ― ―
92 400 ― 33 383 427 4 118 ― 37 51 ― ― 62

93 404 ― 120 410 450 ― 119 ― ― 73 ― 304 ―
94 406 ― 36 404 446 67 120 ― 84 87 ― ― ―
95 411 ― 116 415 454 ― 121 293 ― 109 270 313 ―
96 415 202 18 420 459 ―

＊ 数字は歌番号を表わす。カルカッタ版の歌番号に付された “A”は “Appendix A”の略。
＊ 略語は以下の通り。

T: テヘラン版（書誌情報は注 75），C: カルカッタ版（書誌情報は注 76），Ch: クリステンセン版（書誌情報は
注 77），N: ニコラ版，W: ホワインフィールド版（いずれも書誌情報は注 13），H: ヘダーヤト版（書誌情報は
注 12）。


